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は ′うミ

八尾市は東に生駒山地、西に上町台地、南に羽曳野丘陵に囲まれた大阪平野の中に位置

しています。この平野は、淀川や旧大和川および生駒山地西麓から西へ流れる中小の河川

の堆積作用によって形成されており、従来より肥沃な土壌地帯で、人々が生活する上で好

ましい条件が揃っていた地域であり、古来より人々が生活していた遺跡が多く存在してい

ます。現在、その遺跡のほとんどは河川等の堆積作用や近年の土地区画等の整地によって

地中深くに残っています。近年、平野部では住宅建設や工場建設等の大規模な開発が多く

行なわれるようになり、地中深く眠つていた遺跡が破壊されることが頻繁に起きてきまし

た。そこで、これらの文化財を開発による破壊から守り、先人が残した文化遺産を後世に

永く伝承させることが我々の責務と認識し、文化財の保護 。保存の徹底をはかってきたと

ころであります。

今回、平成 5年度に実施しました跡部遺跡 (第 14次調査)、 植松遺跡 (第 2次調査)、 太

田川遺跡 (第 1次調査)、 久宝寺遺跡 (第 16次調査)、 小阪合遺跡 (第 25次調査)、 志紀遺

跡 (第 1次調査)、 成法寺遺跡 (第 10～ 12次調査)、 太子堂遺跡 (第 5次調査)、 田井中遺

跡 (第 13次調査)、 東郷遺跡 (第40・ 41・ 43次調査)の 10遺跡に及ぶ調査・整理が完了し

ましたので報告書を刊行する運びとなりました。

本書が学術研究及び本市の地域史の資料として、さらに文化財保護への啓発普及に活用

して頂ければ幸いであります。

末筆となりましたが、調査においてご協力いただきました関係各位の皆様方に深くお礼

申し上げますとともに、今後ともよリー層のご理解、ご支援を賜りますようお願いいたし

ます。

1994空F10月 財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 木 山 丈 司

きし



1.本書は財団法人人尾市文化財調査研究会が平成 5年度に実施した発掘調査成果報告を収録
したもので、内業整理及び本書作成業務は各現場終了後に着手し、平成 6年 9月 をもって

終了した。

1.本書に収録した報告は、下記のとおりである。
1,本書掲載の地図は、大阪府八尾市市役所発行の2,500分の1(昭和61年 8月 )・ 八尾市委員会
発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』 (平成 5年 10月 1日 改訂)を もとに作成した。

1.本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。
1.本書で用いた方位は磁北及び国土座標の真北を示している。
1.遺構は下記の略号で表した。
竪穴住居―SI 溝―SD 井戸―SE 土坑―SK 小穴―SP 自然1可川一NR
掘立柱建物―SB 落ち込み―SO 土器棺墓―土器棺 土器集積―SW
l.遺物実測図は、断面の表示によって次のように分類した

弥生土器・土師器・瓦器 。埴輪・石類―白、須恵器―黒、木製品―斜線。

1.各調査に際して発掘調査、写真・実測図の他にカラースライドも多数作成している。市民
の方々が、広く利用されることを希望する。

次

はしがき

序

八尾市埋蔵文化財分布図

ェ 跡 部遺跡 第14次調査 (A T93-14)…………Ⅲ…Ⅲ………・……………………………,1

Ⅱ 植 松遺跡 第 2次調査 (U M93-2)…………………………Ⅲ…………Ⅲ………。……・ 7
Ⅲ 太田川遺跡 第 1次調査 (O T G93-1)・・………………………………………………・ 15
v久 宝寺遺跡 第16次調査 (K H93-16)……………………………………………………。 25
V小 阪合遺跡 第25次調査 (K S93-25)……。…………・…Ⅲ…Ⅲ……Ⅲ……………………・ 31
Ⅵ 志 紀遺跡 第 1次調査 (S I K93-1)…………Ⅲ…………Ⅲ…………………………・・ 39
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周知の遺跡であって、
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跡部遺跡第14次調査 (A T93-14)



例 口

1.

1.

1.

1.

本書は、人尾市跡部北の町 1丁目地内で実施した公共下水道 (平成 5年度第12工区)工事

に伴う発掘調査の報告書である。

本書で報告する跡部遺跡第14次調査 (A T93-14)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (人教社文第68号 平成 5年 9月 14日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研
究会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 11月 29日 ～12月 10日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は約38m2で ぁる。なお、調査においては人田雅美・島野鋼―が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・トレースー市森千恵子、

遺物観察表―西岡、遺物写真 。本文の執筆一高萩が担当した。

本 文 目 次

1.は じめに…………………………………………………………………………………………… 1

2。 調査概要…………………………………………………………………………………………… 3

1)調査の方法と経過………………………………………………………………………Ⅲ……… 3

2)基本層序………………………………………………………………………………………… 3

3)検出遺構と出土遺物…………………………………………………………………………… 4

3.ま とめ……………………………………………………………………………………………… 4



跡部遺跡第14次調査 (A T93-14)

I 跡部遺跡第14次調査 (A T93-14)

1.は じめに

跡部遺跡は、人尾市の西部に位置する跡部本町 1～ 4丁目、太子堂 1・ 2丁目、東太子堂 1

丁目・春日町 2～ 4丁 目、跡都北の町 1・ 2丁目にあたる。旧地形では旧大和川の主流であっ

た長瀬川左岸の沖積地に立地する。標高は現在 (T.P,十)9.Om前後を測る。当遺跡の周辺に

は東に植松遺跡、南に太子堂遺跡、西に亀井遺跡、北に久宝寺遺跡がある。また、調査地は渋

翻晶更

鳳主
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第 1図 調査地周辺図
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川廃寺推定地の西端に近接しているところでもある。

調査地の周辺では第 1表に掲載した発掘調査が行われている。これらの調査成果では弥生時

代前期～中世に至る遺構 。遺物が検出されている。特筆すべきものとしては、平成元年度に当

調査研究会が公共下水道工事に伴う発掘調査 (AT89-5)で発見した銅鐸埋納墳と銅鐸。平成

5年度には共同住宅建設 (AT93-13)に伴う発掘調査で弥生時代中期の環壕と思われる大溝が

発見されている。

第 1表 跡部遺跡発掘調査一覧表
度

暦

年

西

号

次

番

第 調  査 地
因

者風

原

原
調査期間

(実労日数)
主 な 検 出 追 構 ・ 出 土 道 物

体
９蛇当

調
鯉

略 号 文 献

S53
(19?8)

春日町1丁目 国鉄職員官舎

(国鉄)

よ生前期―壷、鎌倉―瓦 八尾市

(山本他)

S 56

(1981)

2 春日師1丁目57 マンション

(林三業)

■月 9日 ～

■月19日

餅 体生中期―土坑 1・ 溝3(弥生式土器 石器)、 古墳前
円一方形周溝墓?(庄内式上器)

八尾市

仙本 高対

当調査研究¢

報告 1

S57

(1982)

3

(第 1次 )

亦部本町 1丁目3 冷蔵庫建設

(人尾冷蔵(K)
10月 1日 ～

10月 5日

Ⅸ 占墳時代―包合層確認 当調査研究会

(西 |す)

A空82-1 当調査研究全

報告 1

S58
(1983) (第 2次 )

本部本町2丁 目46 社員寮

(津日浩)

,9年 3月 1日 ～

3月 31日

鎌倉―羽金・井戸2 土坑19 溝2・ 小穴群 (多量の土
師皿と瓦器)

当調査研究会

(山本 米田)
AT83-2 当調査研究会

報告 5

S59
(1984)

5 跡部本町2丁目里―

14546-1
浄化槽

(津田治)

月10日 ～

月22日
鎌倉―土坑1 小穴1 土器溜1(土師小皿 中皿
器)

市
↓
尾
崎

八尾市文化財

調査報告ユ

6 安中町3丁目52-

2

ビジネスホテル

(広栄住建KK)
月18日 ～

月 2日

6( 古墳後期―土坑 1、 遺物―V様式―庄内式 須恵器 土
師 製塩)

人尾市

(嶋オす)

人尾市文化財

調査報告11

S62

(1987)

7

(第 3次 )

安中町3丁 目26

19-5
集合住宅

(東興殖産KK)
月6日 ～

月18日

1,15( 長瀬川左岸堤防 当調査研究塗

(成海)

Tヽ87‐ 当調査研究会

報告16

S63
(1988)

8 跡部本町2丁目V―

1

共同住宅

(津日武雄)

月17日 ～

月31日

古墳後翔―遺物、平安末期 (9 1～ 9 2)土坑 3 土器
溜 2

八尾市
(米日)

(尾市文化財

局査報告19

9

(第 4及 )

用琳町 1丁目4 共同住宅

(種日竹松)

10月 1日 ～

10月 22日

占墳前期―土坑 6.溝 2、 遺物―弥生土器 土師器 当調査研究雀

(西村)

Tヽ88-4 当調査研究会

報告25

H元
(1989)

10

(第 5次 )

春日町1丁 目 佼共下水道 10月 16日 ヽ

11月 31日

弥生前翔―遺物、弥生後期―銅鐸埋納墳、古墳前期―望
穴式住居、平安末期―土坑

当調査研究会

倣海,醐
Tヽ89: 当調査研絡

象告31

H3
(1991) (第 6次 )

春日町1丁目 公共下水道

(八尾市)

9月 30日 ～

10月 4日

祢生前期 (61～63m)― 包合層、古墳前期(70m)―
土坑 2、 奈良以降(80m)― 溝 1、 遺物―弥生土器 (I)
布留式土器 ,瓦

当調査研究会

(高萩)

Tヽ91( 当調査研究壬

載告34

H4
(1992)

12

(第 7次 )

春日Hr l丁 目47、

48

店舗付共同住宅

(栗山義孝)

7月 9日 ～

3月 10日

弥生後期(69m)― 河川 1、 古墳前鋼(70)― 包含層、
遺物―弥生土器 (IV V) 庄内式土器・布留式上器

当詞査研究会

(原日)

T927 当詞鋤 究至
服告39

13

(第 8次 )

相瑚 4丁目4-
10

鉄塔新設

(NTT)
8月 20日 ～

9月 5日

奈良(78m)一 井戸 1、 鎌倉(83m)― 土坑2 溝7
小穴2、 遺物―土師器 須恵器 ,木 TA品 (肖∬り掛け2)

当調査研究会

(岡田)

AT92-8 当調査研究雀

報告39

14 跡部本町1丁目4

番47号

マンション

友屋科学工業KK)

7局 6日

10月 27日 ～29日

古墳前期(664m)― 井戸1 不明遺樽1 小穴1,土
坑 1、 遺物―庄内式土器 布留式土器

人尾市

(1盲 )

人尾市文化身

調査報告27

15

(第 9次 )

春日H11丁目 公共下水道2工区

(八尾市)

10月 7日 ～

10月 13日

弥生後期末～古墳前期脩 4m)― 包合唇、古墳中期 ,奈

農(78m)― 包合層、遣物―弥生土器 (V) 庄内式上
器 須恵器 瓦

当調査研究会

(原 日)

AT92-9 当調査研究全

報告39

16

(第 10次 )

碁日町3丁 目 公共下水道98工区

(八尾市)

1月 29日 ～

2月 15日

弥生前期末～中期初頭(61m)― 溝 1、 中期後半(67m)
一溝 1、 後期前半(70m)一溝 1、 後期後半(72m)一
溝 1、 遺物―弥生土器 (I～ V) 庄内式土器 鋼鏃 1

当調査研究会

(西村)

r93■ ( 当調査研究会

平成4年度事

業報告

H5
(1993)

17

(第11次 )

東大子1丁目106 講堂兼屋内運動功

(八尾市)

4局 30日 一

7月 14日

1,215 弥生中期前半(51～ 57m)―溝 1・ 溝状遺構H 小穴
9、 中期後半(52-57m)一溝 1、 弥生後期～古墳前
期(58～ 66m)―滞状遺構 1・ 河川 1、 遺物―弥生土
器 (1l V) 布留式土器 土師器

当調査研究会

(成 1好 )

18

(第 12次 )

春日町2丁 目35-
1、 35-2

共同住宅

(萩原隆)

5月 17日 ～

6月 18日

弥生前期(68～ 70m)―土坑 1 溝 1 落込み2 オ
穴53、 中期93)―土器柏 1、 後期(78m)一 土器集積
1、 古墳初頭(30m)― 落込み 2、 後期(34m)― 溝 1、
後期以降(84口 )一溝13 小穴2 掘立柱建物 1、 遺物―
弥生土器 (I～ V) 庄内式土器 須恵器 土師器 石
器

当調査研究会

(坪日)

Tヽ93■

`

19

(第 13次 )

東大手 1丁目16 共同住宅

(北谷正勝)

6月 28日

7月 24日

ホ生中期(66m)― 溝3 河川 1、 古墳前期以降(82m)
―洪水による砂層、遣物―弥生土器 (m～ V) 庭内
ミ土器 布留式上器 石器(石包丁 石斧)木製品(杵 )

当調査研究会

(坪日)

Tヽ93-1

-2-



2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道 (第12工区)工

事に伴うもので、人尾市と人尾市教育委員会、

当調査研究会との三者で協定書を締結して実施

した。調査期間は、平成 5年 11月 19日 ～12月 10

日である。今回の調査は、当調査研究会が実施

した第14次調査 (AT93-14)に あたる。

調査区は下水道工事の立孔部分 lヶ 所 (縦6.

55m×横5,75m)で 、面積約38m2を測る。調査

は現地表下約2.0～ 2.2mま での土層を機械掘削

し、以下、O.2mの土層については人力掘削、

さらに下層確認調査を行った。

調査地は、当遺跡の北西部にあたり、東南ヘ

約300mの所では弥生時代後期末以前の銅鐸埋

納娠や古墳時代前期の竪穴住居などが発見され

ている。

2)基本層序

調査区の基本層序は、第 3図 に示すとおりで

ある。

第 1層 盛土 (層厚80～ 100m)。 アスファル

ト・バラス・盛り土・旧耕土・床土

である。旧耕土・床土は東部 (借換

地内)の一部で確認されただけで、

道路部分は水路及び水道・ガスなど

の埋設工事により攪乱されている。

明青灰色粘土 (層厚30～ 35cm)。 粘

着のある粘土である。

第 2層

第 3層 茶灰色砂粘土 (層厚50～ 60cm)。

第 4層 茶灰色粘土 (層厚10～ 15cm)。

跡部遺跡第14次調査 (A T93-14)

」R大阪線

(龍華操車場跡)

第 2図 調査区設定図

屡
‐ta口

-3-



第 5層 灰色粘土 (層厚20crll)。 植物遺体を

少量含む。

第 6層 灰白色細砂 (層厚100cm)。 1～ 2HIIllの

砂粒である。

第 7層 暗灰色粘土 (層厚10cm)。 植物遺体      _
8.Om

を含む層で、粘性の強い粘上である。

第 8層 灰色粘土 (層厚15～ 20cIIl)。

第 9層 灰黒色粘土 (層厚40cm)。

第10層 青灰色粘質シルト (層厚20cm以上)。      万品
3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、遺構・遺物は検出しなかった。

周辺の既往調査で確認されている古墳時代前期

の検出面のレベル高(T.P+6.8～ 7.2m)に 相当      6.Om

する第 4層 。第 5層 は、遺物包含層・遺構面と

して捉える層とは異なるものであった。第 5層

は湿地帯に堆積する沈澱層と考えられる。第 6

層は河川の氾濫鋭 積した翻 層輝 く蟻 し   魏 盛土

ている。第 9層 は第 5層 と同様、湿地帯であっ      蜜:目 霙属蟹灘圭
たと考えられる。弥生時代前期～中期の時期に      露:日 寮懸謹

土

対応する土層はレベル高(T.P.+5.5～ 6.5m)か      室
'層

彊侯琶盤望
ら第 8層 ～第 9層 と考えられるが、遺構・遺物      塞:目 優璽第土
は認められなかった。

第10層  青灰色粘質シル ト

第 3図 基本層序柱状図

3.ま とめ

今回の調査では、周辺調査で確認されている弥生時代前期～古墳時代前期の遺物包含層及び

遺構は検出しなかった。また土層の堆積状況では湿地帯及び氾濫源であり、調査区付近は居住

域からはずれた空白部分であろう。

1

2

3

4

5
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例 口

本書は、人尾市永畑町 3丁 目1香 1号他で実施した共同住宅建設 (その 1)に伴う発掘調

査の報告書である。

本書で報告する植松遺跡第 2次調査 (U M93-2)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第21号 平成 5年 3月 12日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調査研

究会がニチメン株式会社から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 4月 19日 ～7月 19日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は134.64m2でぁる。なお、調査においては人田雅美・島野鋼―が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子、

遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。
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植松遺跡第 2次調査 (U M93-2)

Ⅱ 植松遺跡第 2次調査 (U M93-2)

1. はじめに

植松遺跡は人尾市の南西部にあたり、現在の行政区画では植松町 3～ 8丁 目、永畑町 2・ 3

丁目を中心に所在する。地理的には旧大和川の主流である長瀬川の左岸一帯に広がる沖積地の

自然堤防上に位置する。当遺跡では、昭和56年に平安時代前期の掘立柱建物 1棟・溝が確認さ

れたのみにとどまっている。その後、人尾市教育委員会が数回の遺構確認調査の実施によって

古墳時代前期から中世に至る遺物包含層を確認している。また、今回の調査地の隣接では当調

査研究会が公共下水道工事に伴う第 1次発掘調査 (uM92-1)を実施している。この調査では

遺構は確認されていないが、弥生時代前期から平安時代の遺物をごく少量出土している。

当遺跡の周辺には南に木の本遺跡、南西に入尾南遺跡、西に跡部遺跡・太子堂遺跡・亀井遺

跡が同一沖積地上に存在している。また、今回の調査地の近隣では、古くは大和王権のころに

物部一族と蘇我一族との闘いの痕跡が遺存している。調査地より西へ350mの所には物部守屋

墳、北東へ300mの所には「旧大和川の一つである長瀬川東辺にあった龍華寺の大門付近にま

つられてあったのが移された」と言い伝えられている大門地蔵、さらにそこから200mの所に

は植松の式内社で、「物部一族の祖神をまつったもの」と言われている渋川神社がある。調査

地南部にはこれらの交通の往来として盛んに使用された奈良街道がある。この街道は現在国道

25号線と称して、今なお人尾市の交通の主要道路として活躍している。調査地点としては南植

松町 3丁目交差点より北へ進入し、植松の旧村に続く道の東側にあたる。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住宅の下水道の立坑と防火水槽の工事に伴うもので、ニチメン (株 )

と人尾市教育委員会 。 (財)入尾市文化財調査研究会との三者で協定書を締結して実施した。

調査期間は平成 5年 4月 20日 ～ 7月 19日 である。調査面積は約134.64ポ を測る。今回の調査は、

当調査研究会が当遺跡で実施する第 2次調査 (uM93 2)である。

調査区は下水道工事の立坑と防火水槽設置部分の 2ヶ所である。下水立坑 (縦6.8m×横3.6

mで、面積24.48ポ )を第 1調査区、防火水槽 (縦5.4m×横20.4mで、面積約HO.16m2)を 第

2調査区とした (第 2図 )。 調査は銅矢板を打ち付けた後、第 1調査区より開始した。第 1調

査区は4月 20日 ～26日 、第 2調査区は7月 19日 の期間で調査を実施した。掘削は現地表下約1.8

mま での土層を機械で行い、以下の上層については人力掘削及び機械の併用で実施した。最終
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第 1図 調査地位置図及び周辺図

0         100m

―
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調査深度は第 1調査区が現地

表下6.5mの工事掘削深度ま

で、第 2調査区が現地表下4.0

mの工事掘削深度までを確認

した。

調査地は当遺跡推定範囲の

南部にあたり、南東部約150

mの所では昭和56年に入尾市

教育委員会が店舗建設に伴う

発掘調査を実施し、平安時代

から鎌倉時代の遺構 。遺物を

確認している。南部約150m

の所では平成 3年度に大阪府

教育委員会が国道25号線上で

公共下水道に伴う発掘調査を

実施し、古墳時代から平安時

代の土層を確認している。南

部約50mの所では平成 4年度

に当調査研究会が下水工事に

伴う第 1次発掘調査を実施し、

植松遺跡第 2次調査 (U M93-2)

第 1次 (UM92-1)
第 1調査区

大阪日産八尾工場

第 2図 調査区設定図

弥生時代前期から平安時代の包含層を確認している。

0        20m

―

2)第 1調査区

① 基本層序

第 1調査区の基本層序は第 3図のとおりである。

第 1層 盛土・攪乱 (層厚0.8～ 1.5m)。 工場 (帝国ヒューム管)跡地の基礎と工場を取り

壊した際のコンクリート片等である。

第 2層  旧耕土 (層厚20cm)。 耕土下の標高は9.5mを測る。道路 (西)側の一部で確認した

程度でほとんどが攪乱されている。

第 3層 淡灰褐色シルト (層厚20cm)。 中世以降の上器の小片がごく少量含まれている。旧

耕土と同様、道路 (西)側の一部で確認した程度でほとんどが攪乱されている。

第 4層 淡灰褐色細砂～粗砂 (層厚4.5m以上)。 1～ 2 cmの礫を含む層が 2～ 3層みられた。

第 5層 暗灰色粘土 (層厚20cm)。 植物遺体を含む。

斃査区
帝国ヒューム管大阪工場跡地
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第 6層 灰青色粘質土 (層厚 lm以上)。 南から北へ落ち込んでいる。この上面が河川の左

岸斜面の底面である。

② 検出遺構と出土遺物の状況

現地表 (標高10.4m)下約1.8mま で攪乱されていた。その下から、さらに工事掘削される

深さまで掘削を実施し、下層の状況を確認した。その結果、現地表下6m以上は河川の堆積す

る砂層であった。が、南部の一部で河川の床面と思われる粘土層を確認した。この層は約25度

の傾斜があり、北へ落ち込んでいる。遺物は砂層内から古墳時代から平安時代に至る土器類が

ごく少量出土している。

3)第 2調査区

① 基本層序

第 2調査区の基本層序は第 4図のとおりである。

第1層 盛土・攪乱 (層厚90cm)。 第 1調査区と同様の盛り土である。

盛土及び攪乱

旧耕土

淡灰褐色シルト

淡反掲色～乳灰色細砂～粗砂

暗反黒色粘土

暗灰青色粘土

第 3図 東壁断面図
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植松遺跡第 2次調査 (U M93-2)

第 2層 乳灰色細砂 (層厚40cm)。

第 3層 淡灰色砂礫混細砂 (層厚20～ 40cm)。

第 4層 乳灰緑色細砂 (層厚60cm前後)。

第 5層 乳灰褐色砂礫混細砂 (層厚40～ 70cm)。

第 6層 淡灰色細砂 (層厚50cm以上)。

第 2層～第 6層 は古墳時代～平安時代の河川の堆積層である。

② 検出遺構と出土遺物の状況

現地表 (標高10.4m)下 約1.8m前後までの上層は、工場跡の基礎

によって攪乱されていた。第 1調査区で検出した堆積層と同様、河川

跡の砂層が調査区全体に堆積していた。遺物は砂層内から古墳時代の

土師器・須恵器がごく少量出土している。

10.Om

9.Om

8.Om

1

::21:::::

:士 :4:::::l

1盛土及び攪乱
2写し灰色細砂
3淡灰色砂礫混細砂
4乳灰緑色細砂
5乳反掲色砂礫混細砂
6淡灰色細砂

第 4図 第 2調査区桂状図

3.ま とめ

今回の調査は、第 1次調査で弥生時代前期～中期の遺物包含層・古墳時代前期の遺物包含層

を検出している北部約50m地点にあたる調査地であったが、調査の結果、古墳時代～平安時代

の大規模な河川跡を検出した。この河川の流路の方向については、調査区内の状況では明確に

言えないが、調査区の南部で八尾市教育委員会が平成 4年度に実施した帝国ヒューム管八尾工

場跡地の遺構確認調査で古墳時代前期の遺物包含層を検出しており、南側には砂層の堆積が確

認されていない。また同年度、当調査研究会が実施した第 1次調査の調査成果においても弥生

時代前期～古墳時代前期の遺物包含層が存在することが確認されているが砂層の堆積は確認さ

れていない。このことから判断すると東―西方向か南西―北西方向の河川であることがいえる

であろう。検出した河川の北部約600mに は旧大和川の主流の一つであった長瀬川がある。こ

の河川は南東から北西方向の流路であり、検出した河川との関連が考えられる。今後の調査が

進むに連れ、相互関係が明らかになるものと思われる。

また今回の調査では奈良時代以降の遺構・遺物を確認することはできなかったが調査区東部

に近接する既往調査では平安時代前期の遺構・遺物が見つかっており、この調査区付近にも存

在するであろう。

参考文献

○八尾市教育委員会「第2章 植松南遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報 1980。 1981年
度』 1983.8

0八尾市教育委員会「4.植松遺跡(90-433)の調査」F八尾市内遺跡平成3年度発掘調査報告書Ⅱ』八尾市文
化財調査報告26 1992.3
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第 2調査区全景 (西から)
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Ⅲ 太田川遺跡第 1次調査 (O T G93-1)



例

1.本書は、人尾市大竹 1丁目で実施した電話地下管路新設工事に伴う発掘調査の報告書であ

る。

1.本書で報告する太田川遺跡第 1次調査 (O T G93-1)の発掘調査の業務は、八尾市教育

委員会の指示書 (人教社文第64号 平成 5年 9月 6日 )に基づき、財団法人入尾市文化財

調査研究会がNTT関西から委託をうけて実施したものである。

1.現地調査は、平成 5年 12月 15日 から平成 6年 2月 3日 にかけて、坪田真―を担当者として

実施した。

調査面積は18.5m2を 測る。なお調査においては中西明美・西村和子・八田雅美・浜田千年

・平沼寿隆が参加した。

1.内業整理には上記の他、岩本順子・田島和恵・都築聡子・山内千恵子が参加した。

1.本書の執筆 。写真撮影及び編集は坪田が行つた。

1.出土した石材の鑑定は、八尾市立曙川小学校教諭 奥田尚氏にお願いした。
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太田川遺跡第 1次調査 (O T G93-1)

Ⅲ 太田川遺跡第 1次調査 (O T G93-1)

1.Iよ じめに

大田川遺跡は入尾市の北東部に位置し、現在の行政区画では大竹 1・ 3。 4丁 目、水越 1・

3。 4丁 目、西高安町 1・ 2丁目がその範囲となっている。地理的には生駒山西麓の扇状地端

部にあたり、西流する太田川と水越川に挟まれた地域であり、同地形上において北側で大竹西

遺跡、東側で大竹遺跡、南側で水越遺跡に接している。

当遺跡が認識されたのは、昭和15年 3月 、東高野街道改修工事の際、滑石製勾玉・弓筈状木

製品等を含む包含層が確認されたことによる。そして昭和56年以降、人尾市教育委員会・大阪

府教育委員会により調査が実施され、弥生時代後期～古墳時代前期の遺構・遺物が確認されて

いる。

第 1図 調査地位置図 (S=1/5000)
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2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は電話地下管路新設工事に伴うもので、当調査研究会が太田川遺跡内で行った第

1次調査である。調査は立坑部分を対象としており、約180mの間隔で 2か所 (1・ 2区)に

分かれている。なお 1区の南西約15m地点では、昭和57年 6月 に入尾市教育委員会により発掘

調査が実施されている。

調査は、 1区では現地表下約2.7mま での盛土を機械掘削し、以下の約1.4mを人力及び機械

掘削により行った。 2区では現地表下約2.6mま での盛土を機械掘削し、以下の約0。 9mを人力

及び機械掘削により行った。

第 2図 調査区設定図(S=1/500)

2)1区の調査

・基本層序

第 1層がアスファルト・盛土である。第 2～ 4層 は機械により掘削したが、遺物は検出され

なかった。第 5層は時期不明の土師器を含み、この上面が第 1次面で、標高約10.05mを 測る。

第 6層 には弥生時代後期～古墳時代前期 (庄内式期)の土器が少量含まれる (11・ 12)。 この

上面が第 2次面で、標高約9.75m～9.55mを測る。第 8層上面が第 3次面で、標高約9,45mを

測る。第 8層の砂層からは遺物は出土していない。

・検出遺構と出土遺物

(第 1次面〉

第5層上面で土坑1基 (S K101)・ 溝2条 (S D101・ 102)を検出した。

国
道
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七
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第 1次面 第 2次面 第 3次面

咄
峙

一

0                    2m

第 4図  1区遺構平面図(S-1/50)

S K101

平面形は68cm× 53cmの扁円形を呈し、北部はS D101に切られている。深さ約51cmを測 り、

断面形状はU字形で、埋土は上から明褐色細砂混じり粘質土・黄灰褐色細砂混じり粘質シルト

・灰黄色粘質シルト・灰黄色微砂混じり粘質シルトである。柱穴の可能性がある。

遺物は最下層から奈良時代に比定される土師器皿が 1点出土している (1)。 日縁部の1/2を

-18-



太田川遺跡第1次調査(O T G93-1)

欠いており、法量は日径17.4cm・ 器高3.Ocmを 測る。内面は放射状暗文を施し、底部外面には

木の葉痕が残る。

S D101

調査区の北端で検出した東西方向の溝で、全容は不明である。検出長3.lm・ 深さ約 8 cmを

測り、埋土は明褐色砂質上である。遺物は出土していない。

S D102

調査区の南端で検出した東西方向の溝で、全容は不明であるが S D101に平行しているよう

である。検出長3.75m・ 深さ約40cmを測り、埋土は上から淡褐灰色細砂混じり砂質土・褐灰色

微砂粘質土・責灰褐色粘質シルトである。出土遺物には土師器甕 (2)がある。

(第 2次面)

第 6層上面で溝 1条 (S D 201)を 検出した。

S D 201

北西―南東方向の溝で、検出長約2.5m。 幅1.6m～ 1.85mを 測る。検出面のレベルは西部が

約20cln高 く、斜面に掘削されていたか、あるいは東部が削平されているのかは不明である。横

断をみると底部の中央が高いため 2条の平行する溝状を呈する。両溝は 2段に掘られ、東溝は

幅約0.8m・ 深さ約35cm、 西溝は幅0.6m～ 1.lm・ 深さ約40cmで、底部幅は両溝とも10cm～ 20

cmを測り、底部のレベルは東溝が約15cm低い。埋土は上層が灰黄褐色系微砂～シルト、 2段目

部分にあたる下層が灰褐色礫混じり粗砂・細砂であり、流水していた状況が窺える。

遺物は土師器の甕 (3)。 高杯 (4～ 6)、 須恵器の杯 (7～ 9)の他、図化しえなかった

が製塩土器が出土している。また有子し石製品の未製品が 1点出土している (10)。 これらの時

期は 5世紀末～ 6世紀初頭頃に比定される。

(10)は 長さ8.lcm・ 幅4.3cm。 厚さ1.9cmを 測る。表面から4か所、裏面から 1か所の円孔

(直径約 2 mln・ 深さ 241m～ 4 mln)を 穿つている。材質は滑石で、色調は緑灰色を呈する。蛇紋

岩を含み質の悪いものである。

(第 3次面〉

第8層上面で溝1条 (S D 301)を 検出した。

S D 301

南北方向の溝で、第 7層上面から掘られている。規模は検出長1.8m・ 幅約48cmを 測る。断

面形状はU字形で、深さ約42cmを波1り 、埋土は上層が暗褐色細砂混じり粘質シルト、下層が暗

灰色細砂混じり粘土である。遺物は出土していないが、この面を覆う第 6層出土遺物 (11.12)

から時期は弥生時代後期から古墳時代前期 (庄内式期)と 考えられる。

-19-



0                   10cm

|

第 5図  1区出土遺物 (S-1/4、 1/2)

3)2区の調査

・基本層序

第 1層 がアスファルト・盛土・攪乱層である。第 2層が 1区の第 6層 (弥生時代後期の包含

層)に対応すると考えられる。第 5層から縄文時代晩期頃の上器片が出土している。

・検出遺構と出土遺物

層理に従って掘削・精査を行つたが、遺構は検出されなかった。出土遺物は第 5層から出土

した縄文時代晩期に比定される土器 1点である (13)。 第 6層上面が当該期の遺構面となる可

能性がある。

ｒ

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ
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太田川遺跡第 1次調査 (O T C93-1)

(13)は深鉢の頸部～体部で、法量は体部径34.2cm。 残存高16.Ocmを 測る。色調は淡茶色で、

胎土中には l HHl位 までの砂粒が多く含まれる。調整は外面が頸部―横方向、体部―左上り、内

面が横方向の条痕文である。

第 6図  2区出上遺物 (S=1/4)

3.ま とめ

今回の調査では縄文時代晩期から余良時代の遺構・遺物を検出した。出土遺物量は、コンテ

ナ 1箱である。

1区南西部に位置する前述の昭和57年度調査区では、弥生時代後期の包含層 。溝状遺構から

多量の土器が出土しているが、当調査区では土器の包蔵は希薄なものであった。

1区で当遺跡内では初めての奈良時代の遺構が検出された。古墳時代ではS D 201か ら出土

した有孔石製品の未製品 (10)は、その製作工程を復元する上で重要なものである。また周辺

の水越遺跡・福万寺遺跡等の玉造関連遺跡と当遺跡との関係も注目される。

2区では縄文時代晩期の包含層と考えられる土層を確認した。滋賀里式に比定される深鉢片

1点が出土している (13)。 縄文時代の集落は、恩智遺跡や当遺跡南側の水越遺跡等、生駒山

西麓の扇状台地に分布しており、その拡がりが確認されたといえよう。

参考文献

(財)八尾市文化財調査研究会「第 3章 太田川遺跡発掘調査概要報告」 F八尾市埋蔵文化財発掘調査概要
昭和56・ 57年度』1983((財)八尾市文化財調査研究会報告 3)

ｒ
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日
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＝
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大田川辻跡第 1次調査 (O T G93-1)

1区  S K101(南 から)

図
版
二

1区  S D201(東 から)

-23-



図
版
三

-24-



Ⅳ 久宝寺遺跡第16次調査 (K H93-16)



例

本書は、人尾市北亀井町 3丁 目地内で実施した公共下水道工事 (平成 5年度第93工区)に

伴う発掘調査の報告書である。

本書で報告する久宝寺遺跡第16次 (K H93-16)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会の

指示書 (人教社文第27号 平成 5年 5月 24日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究

会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 5月 31日 ～6月 8日 にかけて、高萩千秋・岡田清―を調査担当として

実施した。調査面積は25m2で ぁる。なお、発掘調査は夜間調査であった。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子、

遺物写真一人田雅美、本文の執筆―高萩が担当した。

本 文 目 次

はじめに……………………………………………………………………………………………25

調査概要……………………………………………………………………………………………26

1)調査の方法と経過………………………………………………………………………………26

2)基本層序…………………………………………………………………………………………26

3)検出遺構と出土遺物……………………………………………………………………………27
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久宝寺遺跡第16次調査 (K H93-16)

Ⅳ 久宝寺遺跡第16次調査 (K H93-16)

1. はじめに

久宝寺遺跡は、人尾市の西部にあたる久宝寺一帯に存在する弥生時代～近世に至る複合遺跡

で、旧大和川の主流である長瀬川と平野川に挟まれた沖積地上に位置する。現在の標高はTo P.

+8～ 9mを測る。

周辺には当遺跡と同様、弥生時代から近世に至る遺跡が密集している。東には跡部遺跡、西

には竹渕遺跡・加美遺跡 (東大阪市)、 南には亀井遺跡、北には美園遺跡などが接している。

隣接の調査では第 5次調査 (KH90-5)で弥生時代中期の土器 (甕)棺、第 9次調査 (KH91-

9)で古墳時代初頭の小型銅鏡 (重圏文鏡)が出土した竪穴住居群、古墳時代前期の前方後方

耳!tl
▲ 事 秦 藤 EE

,,II

II

可

0              1oom

―
第 1図 調査地位置図
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墳 (墳丘長35m)1基・方墳 3基などが検出している。

今回の発掘調査は、公共下水道 (第93工区)工事に伴うもので、当調査研究会が当遺跡で実

施した第16次調査にあたる。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

調査地は久宝寺遺跡の西部で、調査は下水道工事の立孔部分 (縦6.8× 横3.6m)の 約25m2を

対象にしたものである。掘削は現地表下1.6mま でを機械で行い。以下、工事掘削で破壊され

る現地表下6.9mま での土層を人力及び機械の併用で掘削を行うことになった。しかし、矢板

を打っていない既設ケーブル下の部分から大量

の地下水があり調査不能となり、現地表下約4.5

mま での調査で打ち切った。また、調査区が工

場敷地内であり、日中の作業ができない為、夜

間の発掘調査を行った。調査期間は平成 5年 5

月31日 ～6月 8日 で、うち3日 間である。調査

面積は約25m2を測る。                 7.Om

2)基本層序

調査区の基本層序は、第 2図に示すとおり3

層に分けられる。

第 1層 :盛土 (層厚1.0～ 1.6m)。 アスファ

ルト・バラス・埋め土等である。

一部で暗灰色シルト層を確認した。

第 2層 :暗灰色粘質シルト (層厚70cm)。 植

物遺体を含む。下位では奈良時代の

遺物が少量含まれている。

第 3層 :灰青色細砂 (層厚200伽以上)。 自然

木・植物遺体を含む。

第 1層 は中世から近世までの土層で、ほとん

どが道路工事によって攪乱されており、近代井

戸の残存を検出しただけで、中世～近世の時期

の遺構状況を掴むことができなかった。

1盛土
2暗灰色粘質シルト
3青反色細砂

第 2図 基本層序桂状図
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久宝寺遺跡第16次調査(K H93-16)

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、第 2層上面で余良時代～近代に至る遺構・遺物を検出した。遺構は奈良時代に

比定される自然河川 (NR-1)1条 、近代に比定される井戸 (SE-1)1基 である。出土

遺物は、奈良時代に至る遺物がごく少量出上した。

自然 1可

'II(NR)
NR-1

調査区全体で確認 した。流路・規模などは不明であるが、第 2層～第 3層の堆積土層から河

川跡と思われる。第 2層内には植物遺体の沈澱層が含まれ、第 3層では自然流木・枯葉などが

沈澱しており、穏やかな流れで

あったと考えられる。遺物は第

2層下位の部分に含まれていた。

遺物は奈良時代に比定される鉢

(1)・ 高郭 (2)の 2点であ

る。鉢は1/4程の日縁郡片で、

復元口径は32cmを 測る。外面

は叩き目や接合痕が残る粗いへ

ラミガキ調整、内面はナデであ

る。高杯には脚部片のみで、脚

部底径は 9cmを 測る。外面は

ヘラゲズリで 8面に面取りして

いる。内面は記号のようにみえ

る墨書が書かれている。

井戸 (SE)

SE-1

都ヽ
0                  1ocm

第 3図 NS-1出 土遺物実測図

調査区の南西部で検出した井戸側を備えた井戸を検出した。井戸の掘形は西半部が調査区外

に至り、全形は不明であるが、東側の井戸枠は、現地表面から約1.4mの所で「コ」宇形の枠

を検出した。南北辺は約80cmを測り、方形の枠をもつ井戸と思われる。堆積土は、暗灰青色砂

混じり粘上である。遺物は、井戸側内から近代の煉瓦片がごく少量出土しており、現工場建設

(昭和初期)ま で使用されていたものであろう。

-27-



3.ま とめ

今回の発掘調査は工場敷地内の道路敷面下である。しかも小面積で夜間という最悪の調査で

あり、土層などの色調がわかりにくく、遺構を検出することが非常に難 しい調査であった。

調査区は、第 9次調査 (KH91-9)で 古墳時代前期の前方後方墳を検出した調査区より東ヘ

約100mの地点にあたり、それに関連する遺構が予想されたが、地表下1.8mまでの上層は、ほ

とんどが工場施設の埋設管 (ケーブル・ ヒューム管など)に よる掘削工事で攪乱されており、

その状況を掴むことができなかった。調査区では奈良時代の河川跡と思われる堆積上が確認さ

れただけであつた。奈良時代以前のものは削平された可能性が考えられ、周辺調査では要注意

が必要である。

参考文献

○ (財)八尾市文化財調査研究会「1久宝寺遺跡 (第 5次調査)」 F八尾市埋蔵文化財発掘調査報告1八尾市文

化財調査研究会報告32 1990」

○ (財)八尾市文化財調査研究会「13久宝寺遺跡第8次調査 (K H91-9)」 『17久宝寺遺跡第13次調査D久

宝寺遺跡第13次調査 (K H93-13)」 F平成3年度事業報告』 1991
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久宝寺遺跡第16次調査 (K H98-16)

図
版

一

調査区全景 (南から)

南壁断面 (北から)
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V 小阪合遺跡第25次調査 (K S93-25)



例

1,本書は、八尾市青山町 2丁目5番地で実施した公共下水道工事に伴う発掘調査の報告書で

ある。

1.

1.

本書で報告する小阪合遺跡第25次調査 (K S93-25)の発掘調査の業務は、八尾市教育委

員会の指示書 (人教社文第 162号 平成 5年 2月 15日 )に基づき、財回法人人尾市文化財

調査研究会が人尾市から委託をうけて実施したものである。

現地調査は、平成 5年 4月 2日 から7月 9日 にかけて、坪田真―を担当者として実施した。

調査面積は44m2を測る。なお調査においては山内千恵子・垣内洋平が参加した。

内業整理には上記の他、岩本順子・田島和恵・都築聡子が参加した。

本書の執筆…写真撮影及び編集は坪田が行い、出土遺物観察表は主に田島が作成した。

本 文 目 次

1.は じめに……………………………………………………………………………………………31

2.調査概要……………………………………………………………………………………………32

1)調査の方法と経過………………………………………………………………………………32

2)基本層序と出土遺物……………………………………………………………………………32

3)検出遺構と出土遺物……………………………………………………………………………34
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V 小阪合遺跡第25次調査 (K S93-25)

V 小阪合遺跡第25次調査 (K S93-25)

1, はじめに

小阪合遺跡は人尾市のほぼ中央部に位置し、現在の行政区画では小阪合町 1。 2丁目、南小

阪合町 1。 2・ 4丁目、青山町 1～ 5丁目、若草町、山本町南 7～ 8丁目がその範囲にあたる。

地理的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置し、同地形上で東

郷遺跡・成法寺遺跡・矢作遺跡・中田遺跡と接している。

当遺跡内では昭和57年以降、土地区画整理事業等に伴う発掘調査が、大阪府教育委員会 。人

尾市教育委員会・当調査研究会により実施されている。これらの調査成果から、当遺跡は弥生

時代中期から近世に至る遺跡であることが確認されている。

第 1図 調査地位置図 (S=1/5000)

珊
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2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は公共下水道工事に伴う調査で、当調査研究会力Ⅵ 阪ヽ合遺跡内で行った第25次調

査である。調査区は立坑部分 2か所 (1・ 2区)と、 1区に伴う南北方向の布設管 トレンチ部

分約56m(3区 )に分かれている。

調査は、 1。 2区では現地表下約0,7mまでを機械掘削とし、以下約0.8mを人力掘削により

実施した。さらに 1区では地盤改良の為の薬剤注入工事の後、ライナープレート設置工事に並

行して下層確認のための立会調査を実施し、断面観察 。遺物採集を行った。しかし薬剤注入に

より立坑内の地盤はほとんどセメント化した状況であり、土層の観察が行えたのは部分的なも

のであった。 2区では工事の都合上、包含層途中までの掘削で調査を断念した。 3区では布設

管埋管に伴う機械掘削について立会調査を実施し、主に土層観察を行つた。

0            5m

第 2図 調査区設定図(S=1/200)

2)基本層序と出土遺物

第 1・ 2層 は近世の盛土・攪乱・旧耕土である。旧耕土は 2区で部分的に、また 3区の北部

でみられた。第 3～ 5層 は弥生時代後期から近世までの遺物を含んでいる。近世の整地層とも

考えられる。第 6・ 7層 は古墳時代中期頃の包含層であり、 1区第 6層からは平行タタキを施

す韓式系土器の平底鉢口縁部が出土している。また 2区第 7層からは埴輪片が出土している。

1区では第 8層以下は砂層が続き、河川堆積土と考えられ、弥生時代中期頃から古墳時代前

期 (布留式期)ま での上器を含んでいる。弥生時代のものはかなり摩減したものが多い。
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V 小阪合遺跡第25次調査 (K S93-25)

2区では第9層の上層部に布留式期の土器が少量含まれているが、中～下層は遺物を含んで

いない。第11層上面が遺構面となると考えられるが、工事の都合でここまでの掘削はできなかっ

たため遺構検出は実施していない。第10。 11層以下は湧水が著しい。 2区第12層 は弥生時代後

期末頃の自然河川と考えられる。

T,P
9m2区

1

7

12

1区

1

4

10

14

15

16

十-8m

-5m

-7m

-6m

第1層 盛土・観乱

第2層 旧耕土

第3層 掲灰色砂質土

第4層 灰褐色細砂混じり粘質上

第5層 音灰色微砂質土

第6層 暗掲色砂礫混じり粗砂

第7層 淡茶褐色微砂混じり粘質土

第8層 暗黄掲色礫混じり細砂(鉄分を含む)

第9層 黄褐tth土

第10層 灰黄色礫混じり細砂

第11層 灰褐色ンルト

第12層 灰自色細砂

第13層 淡黄掲色細砂～砂礫

第14層 灰黄色粗砂

第15層 灰黄色細砂。粗砂

-4m

第16層 噴掲色～青灰色粘土(炭・植物遺体含む)と反黄色粗砂の互層

第 3図 基本層序 (S=1/40)

-33-



3)検出遺構と出土遺物

遺構を検出しえたのは 1区のみである。遺構面は水道管等の埋設による攪乱によってかなり

分断されていたものの、第 5層上面で土坑 2基 (SKl・ 2)、 溝 2条 (SDl・ 2)、 ピット

1個 (SPl)を検出した。

SKl

調査区北西部で検出したが、平面形は不明である。法量は65cm以上×20cm以上、深さ約 8 cm

を測り、埋土は暗灰褐色細砂混じり粘質上である。

第 4図  1区遺構平面図(S=1/50)

SK2

SKlの東部に隣接

しており、平面形は不

明である。法量は30cm

以上×58cm以上、深さ

約 5 cmを 測り、埋土は

SKl同様、暗灰褐色

細砂混じり粘質土であ

る。

SDl

調査区中央で検出し

た南北方向の溝で、法

量は幅46cm～ 100cm、

深さ約10cmを測る。南

部で幅が狭くなってい

る。埋土は淡灰褐色細

砂混じり粘質土である。

時期不明の上師器・須

恵器の小片が少量出土

している。

SD2

調査区東半で検出し

た南北方向の溝で、法

量は幅140cm～ 190cm、

深さ約10cmを測る。断
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Ｈ
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V 小阪合遺跡第25次調査(K S93-25)

面皿状で、坦土はSDl同 様、淡灰褐色細砂混じり粘質土である。時期不明の土師器・須恵器

の小片が少量出土している。

SPl

調査区西部、 SKlの 南側で検出したピットで、平面形はやや方形を呈する。法量は33cm×

30cm以上、深さ約25cmを測 り、埋土はSKlと 同様、暗灰褐色細砂混じり粘質土である。時期

不明の上師器の小片が出土 している。

これらの遺構の時期は出土遺物からは特定できなかった。包含層出土遺物からは、古墳時代

中期以降と考えられる。

建墓望
~~レ

1

ヽ      L正 三ゴ
ノ
イイ10

0                                        20cm

第 5図 出土遺物実測図(S-1/4)
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一
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4)出土遺物観察表

3.ま とめ

今回の調査では弥生時代中期頃から近世の遺構・遺物を検出した。出土遺物の量はコンテナ

1箱を数える。

1区で検出された遺構は、この東部の調査地での調査成果から、古墳時代中期から平安時代

頃のものと考えられる。 2区では遺構は検出されなかったが、同時期の土器が出土しており、

集落域の拡がりが確認された。注目すべき遺物として 1区で韓式系土器、 2区で埴輪が出土し

ている。
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1区 全景 (西から)

図
版

一
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2区 全景 (東から)
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Ⅵ 志紀遺跡第 1次調査 (S I K93-1)



例 口

本書は、人尾市志紀町西 2丁目地内で実施した、公共下水造工事 (平成 5年度第21工区)

に伴う発掘調査の報告である。

本書で報告する志紀遺跡第 1次調査 (S I K98-1)の発掘調査業務は、財団法人八尾市

文化財調査研究会が、人尾市教育委員会の指示書 1/kn4■文第82号 平成 5年10月 13日付)

に基づき、人尾市下水道部から委託を受けて実施したものである。

現地調査は、平成 5年 11月 20日 から12月 27日 にかけて成海佳子を担当者として実施した。

調査面積は約52m2を測る。現地調査には、澤井 幹が参加した。
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志紀遺跡第 1次調査 (S I K93-1)

Ⅵ 志紀遺跡第 1次調査 (S I K93-1)

1. Iよ じめに

志紀遺跡は、人尾市南東部の志紀町西・田井中 3丁目に所在する遺跡で、北は老原遺跡、南

は田井中遺跡と接し、西には木の本遺跡、南東には弓削遺跡、長瀬川を挟んだ北東には東弓削

遺跡が位置している。

当遺跡は、昭和63(1988)年以後、田井中 3丁目・志紀町西 1丁目・同 4丁 目をその範囲に当

てていたが、平成 5(1993)年 10月 1日付で、田井中遺跡の東部であった志紀町西 2丁目・同 3

丁目もその範囲に含まれた。それまでに当研究会が「田井中遺跡」として 9度にわたる調査を

行った結果、遺跡の南部 (田井中・空港地区)と 北部 (志紀町西地区)では様相の異なること

が明らかになっており、後者が「志紀遺跡」の範囲に含まれたわけである。

枷

日耳ャ

言を言①-9口

目]イ
匡□ 大阪府教育委員会調

査地

理国 (財 )大阪
府埋蔵文化財協会調査地

域甥 八尾市教育委員会調
査地

|■ (財 )八尾市文化財調査研究会調査地

0

―第 1図 調査地周辺図 (S-1/5000)

周辺の発掘調査一覧表

目査主P 跡 査 期

大阪ri■写 I紀 (試掘)

う―A～ C 大阪府敦写 軒ま第1次

9-A～ D (阪府教蓼 6■ 12～ 860331 2

9‐ 1～ 3 ]井中(第 3扶 3

),4～ 5 潟査研究を 3

)6 V1124～ 87122( 3

脅査研究子 81001～ 8902以 3

D―A～ B (灰府教蓼 慎紀(第3次 81020～ 890831

働―A～ C (阪 rrk事 Ol1815～ 9003然

9-A～ 大阪府教ぢ 咀0201～ 92032(

)1～ 3 毘ヽ市教3 謀紀(91310, 咀1007～91100 4

)‐ A・ (阪府教3 咀n01～ 92032 5

周査研究会 ]非中(第財 6

(阪府教季ま紀〈第7玖

肝埋文協会 3118 ～9103

需査研究全 よ紀(第1次 31120～ 93122
純

脚
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前者の「田井中遺跡」では、陸上自衛隊八尾駐屯地内で 7度の調査 (TN82 1・ TN84-2・

TN87-5,TN88-7・ TN92-10・ TN93-11・ TN93-12)を行っており、地表下2.5(T.P.+8.7)m前

後で弥生時代前期から古墳時代中期に至る集落跡が検出されている。

一方、後者の「志紀遺跡」では、国家公務員宿舎敷地内他で 5度の調査 (TN85-3・ TN86 4・

TN87-6・ TN88-8・ TN92-9)を行っているが、ここでは弥生時代後期から平安時代後期までの

水田遺構などを検出している。また、これらの調査地の西側および北側に位置する府営住宅敷

地内では、昭和57(1982)年以降、大阪府教育委員会による調査が行われており、ここでは縄文

時代晩期にまでさかのぼる遺構面を検出している。

今回の調査は公共下水道工事に伴うもので、志紀遺跡第 1次調査 (SIK93-1)で あるが、これ

までの調査の関連からは、志紀地区第 9調査区とも呼べる。

2.調査の方法と経過

調査区は7.26m(矢板内法)四方の発進立坑 1か所で、調査期間は平成 5年 11月 20日 ～同年

12月 27日 までのうち15日 間である。

当遺跡は、これまでの調査で、鎌倉時代前期から弥生時代中期頃までに遡り得る水田遺跡で

あることが明らかにされているが、今回の調査地では、水田遺構を平面的に検出するには無理

があるため、土層断面の観察を主にして調査を進めることとした。

調査の対象となった立坑は北半分が道路敷下にあたっており、この部分については現地表下

lm前後までの掘削にしか立ち会っていない。南半分については、調査においては、工事の進

捗状況に合わせて機械掘削・人力掘削を併用し、随時断面観察を行い、工事による掘削が終了

するまで立ち会った。最終的な掘削深度は現地表下約9.6m(T.P.+2.lm)である。

3.調査概要

現地表面の標高はT.P.+11.8m、 盛土は約

lmあ り、以下 1層から62層 までの上層が確

認できた。そのうち、水田耕土の可能性のあ

る土層は8枚である。

1層 (緑灰色砂混粘質シルト)。 2層 (暗

褐色砂混粘質シルト)は近世の耕作土である。

3層 (灰色砂混粘質シルト)。 4層 (灰色

～黄灰色粗砂)は、ともに鎌倉時代前半の洪

水層である。 第 2図 調査風景
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5層 (暗灰～青灰色粘質シルト)は鎌倉時代初頭の水田耕作土に対応し、上面レベルはT.P.

+10。 2～ 10.4mを指す。上面には耕作痕や足跡状遺構と考えられる波状痕跡が見られるが、畦

畔は認められなかった。

6層 (暗青灰色礫混粘質シルト)は 5層の床にあたる土層で、酸化鉄の沈着が顕著である。

7層 (灰色粗砂～礫)。 8層 (灰色シルト・微砂の互層)は平安時代の洪水層にあたる。

9層 (灰色粘質シル ト)は平安時代の水田耕作土と考えられ、上面レベルはT,P.+9,9m程

度である。調査区南部では、東西方向の畦畔が確認できた。畦畔の規模は上面幅0.2m・ 基底

幅0,7m。 高さ0.1～ 0。 15mで、水田上面は畦畔を境として南が高く北が低い。

10層 (灰色中砂)。 11層 (緑灰～青灰色粘質シル ト)は古墳時代中期後半以降飛鳥時代に相

当する洪水層である。

12層 (灰色粘質ンル ト)・ 13層 (暗灰色粘質シルト)は古墳時代中期後半の水田耕作土に対

応する。ともに層厚は15～ 20cm、 上面レベルは、12層上面がT.P.+8。 9～ 9。 lm、 13層上面がT.

P。 キ8.8～ 8.9mを 指す。

14層 (暗灰色粘土)は 12層 。13層 の床にあたり、硬質で炭化カルシウムを含む。

15層 (暗灰褐色粘土～シルト質粘土)。 16層 (淡紫褐色粘質シル ト)。 17層 (淡青褐色粘質シ

ルト)は古墳時代中期前半の水田耕作土に対応する。上面には波状痕跡が認められ、上面レベ

ルは15層がT,P.+8.5～ 8.6m、 16層 がT.P.+8.2～ 8,3m、 17層がT,P,+8.0～ 8.2mである。

18層 (青灰色シルト～微砂)。 19層 (灰色粘質シルト)は古墳時代前期初頭の洪水層にあたる。

20層 (紫褐色粘質シルト)は弥生時代後期の耕作土に対応する。上面には波状痕跡があり、

上面レベルはT,P.+7.8～ 7.9mを測る。

21層 (淡青色礫混シルト質粘土)。 22層 (暗灰色シルト質粘土)は炭化物を含む硬質の粘土

で、20層 の床にあたる可能性がある。

23層 (黒灰色シルト質粘土)は、炭化物 。ビビアンナイトを含む層である。24層～27層は青

灰色系の粘土で粘性が高い6

28層 ～30層は灰褐色系の粘土にシルト・植物遺体が混入するもので、31層 (黒灰色粘土と炭

化物の互層)と ともに不安定で、沼沢地状の堆積状況を示している。

32層 (青灰色シルト)は弥生時代中期～前期までの湧水層である。

33層 (黒褐色礫混粘土)は きわめて粘性が高い。23層 。33層のどちらかが、これまでの調査

で確認されている黒色粘土帯と考えられ、弥生時代中期に対応するものであろう。

34層 (青灰色粘土)は、下部に植物遺体・青灰色粘土の互層が沈殿しており、再び沼沢地状

の上層堆積を示している。

35層～37層は、暗青灰色～黒灰色系の砂混粘土で、第 2黒色粘土帯 (縄文時代晩期相当層)
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に対応するものと考えられる。38～40層は青灰色粘質シルトをベースとする土層で、暗灰色粘

土 。微砂などが混入している。これらのうち、37層 (黒灰色礫混粘土)から38層 (暗青灰色微

砂混粘質シルト)にかけて、地震による「ずれ」が見られ、複雑な土層堆積を示している。

41層～57層は縄文時代後期頃に対応する河川内堆積土で、1.3mに わたって粘土～シルト～

砂の互層や微砂～粗砂、植物遺体層などが複雑に堆積しており、流水 。滞水を数回繰り返えし

ていたことがわかる。41層 (青灰色微砂)の上面はT.P.+5.6m(現地表下6.2m)、 川底はT.

P.+4.2～4.3mに達する。

58層 (黒灰色礫混粘土)は厚さ0.3m程度あり、比較的安定した堆積状況を示している。

59層～60層 も河川内堆積土であるが、上層の河川に比べ単純な堆積状況を示し、一気に埋没

したことがわかる。59層 (青灰色粗砂混粘質シルト)上面はT.P,+4.Om(現 地表下7.8m)60

層 (灰黒色粗砂～礫)は厚さ1.4m程度あり、川底はT,P.+2.3～ 2.4mを 指す。

以下、61層 (黒褐色粘土―層厚0.2m前後)、 62層 (暗青灰色粘土―層厚0.2m以上)を確認

し、調査を終えた。これらのうち、58層・61層のどちらかが第 3黒色粘土帯に対応するものと

考えられる。

4.ま とめ

調査の結果、水田耕作土の可能性のある土層を8枚、弥生時代中期以前の沼沢地、縄文時代

晩期頃の地震のあと、縄文時代後期 。およびそれ以前の埋没河川などを確認した。出土遺物は

皆無であった。

この調査地での最古の水田耕土は、20層紫褐色粘質シルトで、弥生時代中期後半以降に比定

できる。それ以前の当地は、沼沢地 。河川があり、生活の場としては不適当であったことがわ

かる。逆に、弥生時代中期後半に、水田耕作に適した土地であったために、それ以後は水田と

して利用され続けていた土地であったとも言えよう。

参考文献

1 『志紀遺跡発掘調査概要』 大阪府教育委員会 19863
2 「八尾市志紀遺跡の水田遺構」 F大阪府下埋蔵文化財研究会 (第 21回 )資料』 1990
3 「田井中遺跡」『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 :八尾市文化財調査研究会報告40』 (財)八尾市文化財
調査研究会 1994.3
4 「志紀遺跡 (9卜 319)の調査」
尾市教育委員会 1992

5 『志紀遺跡発掘調査概要Ⅱ』
6 「田井中遺跡 (第 9次調査)」
尾市文化財調査研究会 1993

7 『志紀遺跡発掘調査概要Ⅲ』

『八尾市内遺跡平成 3年度発掘調査報告書 :八尾市文化財調査報告25』  八

大阪府教育委員会 1992.3

『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 :八尾市文化財調査研究会報告39』 (財 )八

大阪府教育委員会 1993.3
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志紀遺跡第 1次調査 (S I K93-1)
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第 3図 基本層序模式図 (S=1/501
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中央東西畦 (20～ 33層 )

西壁南部 (4～ 10層 )

中央東西畦 (10～ 22層 ) 北壁西部 (32～43層 )

鞠燃絲攀
,卜く

最終掘削 (59～ 62層 )
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Ⅶ 成法寺遺跡第10次調査 (S H93-10)



例

本書は、八尾市高美町 1丁目地内で実施した公共下水道工事 (平成 5年度第 4工区)に伴

う発掘調査の報告書である。

本書で報告する成法寺遺跡第10次調査 (S H93-10)の発掘調査業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (人教社文第49号 平成 5年 7月 30日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査

研究会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年11月 9日 ～11月 24日 にかけて、高萩千秋・岡田清―を調査担当として

実施した。調査面積は約50m2でぁる。なお、調査においては人田雅美・島野鋼―が参加し

た。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子、

遺物観察表―西岡、遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。
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成法寺遺跡第10次調査 (S H93-10)

Ⅶ 成法寺遺跡第10次調査 (S H93-10)

1.は じめに

成法寺遺跡は、現在の行政区画では人尾市の中央部にあたる光南町 1・ 2丁目、清水町 1・

2丁目、南本町 1～ 4丁 目、高美町 1・ 2丁目、陽光園 1丁目、明美町 1丁 目、松山町 1丁 目

に所在する古墳時代前期～平安時代に至る複合遺跡である。地理的には旧大和川の主流である

長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。当遺跡と同一沖積地上では東に小阪合遺跡、

南東に中田遺跡 。東弓削遺跡、南に矢作遺跡、南西に竜華寺跡、北に東郷遺跡・萱振遺跡など

がある。

躙

鯛
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当遺跡では人尾市教育委員会が昭和56年度に実施された発掘調査 (註 1)で、弥生時代後期

から古墳時代後期の遺構・遺物が検出され、遺跡として認知されたのが発端である。その後、

当調査研究会 。人尾市教育委員会・大阪府教育委員会により、現在までに十数回の発掘調査が

行われ、弥生時代中期から近世に至る複合遺跡であることが確認されている。

註1八尾市教育委員会「成法寺遺跡―八尾市光南町1丁目29番地の調査―」 1983.3

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道 (第 4工

区)に伴うもので、人尾市と八尾市教育

委員会、当調査研究会との三者で協定書

を締結して実施した。調査期間は、平成

5年 1二月 9日 ～11月 24日 である。今回の

調査は、当調査研究会が実施した第10次

調査 (sH93-10)に あたる。

調査区は下水道工事の立孔部分 lヶ所

(縦8.Om×横6.8m)で、面積約50m2を

測る。調査は現地表下約1.1～ 1.2mま で

の土層を機械掘削し、以下、0.4mの土

層については人力掘削、さらに下層確認

として工事で掘削される最終深度までの

上層の確認を行った。

2)基本層序

調査区の基本層序は、第 3図に示すと

おりである。

第 1層 盛土 (層厚1.0～ 1.lm)。 ア

スファルト・バラス・盛り上

・旧耕土・床上である。旧耕

土・床土は北東部 (借換地内)

の一部で確認されただけで、

道路部分は水路及び水道・ガ

第 2図 調査区設定図

L・ ,m

1予千1

熙
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/ 調査面

成法寺遺跡第10次調査 (S H93-10)

スなどの埋設工事により攪乱されている。

第 2層 灰茶色砂礫混粘質土 (層厚30～ 40cm)。 古墳

時代から中世の土器片がごく少量含まれてい

る。

第 3層  茶灰色粘質シルト (層厚20cm)。 古墳時代前

期から中世の遺構検出面である。上面の標高

は7.5m前後である。

第 4層 乳灰褐色粘質シルト (層厚10cm)。

第 5層 青灰色粘質シルト (層厚10cm)。

第 6層 青灰色細砂混粘質シルト (層厚150cm)。 無遺

物層である。粘質土とシルトが相互に堆積し

ているのがみられる。

第 7層 暗灰色粘質土 (層厚60cm)。 無遺物層である。

第 8層 灰色細砂 (層厚10cm)。 1～ 2 mm程度の砂粒

である。

第 9層 灰黒色粘土 I(層厚30cm)。 植物遺体を少量

含む。

】震表色縁駐竜急督圭
等
      第10層 青灰色シルト (層厚30cm)。 植物遺体をごく

3茶灰色粘質シル ト
4乳灰掲色粘質ン

'レ

ト           少 量 含 む。

5青灰色粘質シル ト
6青灰色細砂混粘質シルト     第11層 灰青色細砂 (層厚40cm)。 1～ 2 mm程度の砂
7暗灰色粘質土
8灰色細砂               粒である。
9灰黒色粘土 I
館物遺体リビアンナイトを含む) 第12層 灰黒色粘土Ⅱ (層厚30cm)。 植物遺体を少量
10灰青色シルト
11灰青色細砂              含む。第 9層 とほぼ同質の土層である。
12灰黒色粘土I

13港摂警琶総轡Iア
ンナイトを含む) 第13層 暗灰青色粘質土 (層厚20cm以上)。

第 3図 基本層序柱状図

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表 (標高8。 9～ 9,Om)下 1.5～ 1.6mの第 3層上面から切り込む古墳時代初

頭から中世に比定される遺構を検出した。遺構は古墳時代初頭に比定される土坑 1基 (SK一

1)。 小穴 6個 (SP-1～ SP-6)、 鎌倉時代後期に比定される土坑 1基 (SK-2)。

溝 5条 (SD-1～ SD-5)で ある (第 3図 )。 出土遺物は古墳時代初頭～中近世に至る遺

物がコンテナ箱にして約 1箱分であった。以下、各遺構について記す。
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SP-5

SK-1

SP-1

o         2m

―第 4図 遺構平面図

土坑 (SK)

SK-1

調査区北部で検出した。南部は現在の攪乱で削平され、北部は調査区外に至り、平面形状は

不明である。規模は検出部で、東西径2.8m、 南北径3.5m、 深さ40cmを測る。断面は皿状形を

呈する。堆積土は暗褐色砂質土 (鉄分を含む)。 褐灰色粘質土である。底面より小穴 3個 (S

P-1～ SP-3)を 検出した。遺物は内部から古墳時代初頭 (庄内期)に比定される土器の

小片が少量出土している。

小穴 (SP)

SP-1～ SP-6

調査区北部のSK-1内 及び周辺から6個の小穴を検出した。SK-1内 には土坑の底面か

ら切り込む小穴 (SP-1～ SP-3)と 土坑が埋まった上面から切 り込む小穴 (SP-5・
SP-6)が ある。小穴の平面形状はほぼ円形で、径10cm～ 55cm、 深さ6～ 34cmを測る。遺物

は小穴内から庄内期に比定される土器片がごく少量出土している。各小穴の詳細については第

1表に掲載した。
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遺構番号 平面形 断面形 径 深  さ 堆 積 土 備  考

SP-1 円 形 逆台形 暗茶灰色粘質土 SK-1底 より検出

SP-2 楕円形 半円形 48々-56 暗茶灰色粘質土 SK l底 より検出。土器片

SP-3 逆台形 暗茶灰色粘質土 SK l底 より検出

SP-4 逆台形 暗茶灰色粘質土 居丁著Бは空鶏舌し

SP-5 円 形 U字形 暗茶灰色粘質土 SK l底より検出

SP-6 円 形 U字形 暗茶灰色粘質土 SK l底より検出

成法寺遺跡第10次調査 (S H93-10)

第 1表 小穴 (SP)一覧表 *単位はcnl

SK-2

調査区南西部で検出した。西部は調査区外に至り、平面形】犬は不明である。規模は検出部で、

東西径2.5m、 南北径 4m、 深さ80cmを 浪Iる 。東西断面の観察では西へ約45度の傾斜 して落ち

込んでいる。堆積土は灰色粘質土・乳灰色粘質土混細砂・灰青色粘質土 (植物遺体を含む)で

ある。遺物は内部から鎌倉時代後期以降に比定される土器の小片がごく少量出上している。

溝 (SD)

SD-1～ SD-5

調査区南東部で 5条を検出した。方向は南―北方向のもの 4条、北北西一南南東方向のもの

1条である。SD-1と SD-5は 切 り合い関係があるものと思われるが、明瞭な切り合いの

判断がつきにくい状態であり、あまり時期差がないものと思われる。規模は幅20～ 52cm、 深さ

5～ 15cmを測る小規模な溝である。断面形は浅い半円形を呈する。堆積土は灰茶色砂礫粘質土

である。遺物は含まれていなかったが、基本層序の第 2層 と同層と考えると、農耕に関連する

鋤溝などであろう。以下、各溝の詳細については第 2表に掲載した。

第 2表 溝 (SD)一覧表                   *単 位は伽

遺構番号 方 向 断面形 幅 深 さ 堆  積  土

SD-1 南一北 半円形 30々ヤ48 5 灰茶色砂礫混粘質土

SD-2 南―北 半円形 20-38 4 灰茶色砂礫混粘質土

SD-3 南―北 半円形 5 灰茶色砂礫混粘質土

SD-4 南一北 半円形 20以上 5 灰茶色砂礫混粘質土

SD-5 北北西―南南東 半円形 6 灰茶色砂礫混粘質土
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3.ま とめ

今回の発掘調査は河ヽ面積であり、明確なことは言えないが、この調査成果でわかったことを

各時代ごとに記す。

弥生時代中期

この時代のものは当調査区より北部約200mの地点で大阪府教育委員会が実施した府道拡張

工事の発掘調査で木桔・土器棺を主体部にもつ方形周溝墓が発見されており、その南側の広が

りを確認する絶交の調査地であった。しかし、調査では対応する層位が明確に認識できるもの

はなかった。

古墳時代前期

古墳時代前期 (庄内式～布留式古相)に比定される集落遺構が府道拡張工事で確認されてお

り、その南側の広がりが今回の調査区にも続いていることが確認された。

鎌倉時代以降

鎌倉時代以降の遺構は農耕に関連する溝が検出された。この溝は中世条里により、区画され

た条里方向に一致するものである。

最後に、今回の調査地のように東部の小阪合遺跡に隣接しており、検出した集落 。生産遺構

などのは連なっているものと思われる。今後、遺跡間の関連についても考えて行 く必要があろ

う。
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成法寺遺跡第10次調査 (S H93-10)

SK-1(東 から)

図
版

一

SK-2(】とから)
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Ⅷ 成法寺遺跡第11次調査 (S H93-11)



例

1.本書は、人尾市高美町 1丁目地内で実施した公共下水道 (平成 5年度第18工区)工事に伴

う発掘調査の報告書である。

本書で報告する成法寺遺跡第11次 (S H93-11)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会の

指示書 (入教社文第76号 平成 5年 10月 1日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究

会が人尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 11月 15日 ～11月 22日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は約30m2で ぁる。なお、調査においては入田雅美・島野銅―が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実浪1-西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子、

遺物観察表―西岡、遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。

本 文 目 次
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成法寺遺跡第11次調査 (S H93-11)

Ⅷ 成法寺遺跡第11次調査 (S H93-11)

1. tよ じめに

成法寺遺跡は、現在の行政区画では人尾市の中央部にあたる光南町 1。 2丁目、清水町 1・

2丁目、南本町 1～ 4丁 目、高美町 1・ 2丁目、陽光園 1丁目、明美町 1丁目、松山町 1丁 目

に所在する古墳時代前期～平安時代に至る複合遺跡である。地理的には旧大和川の主流である

長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。当遺跡と同一沖積地上では東に小阪合遺跡、

南東に中田遺跡 。東弓削遺跡、南に矢作遺跡、南西に竜華寺跡、北に東郷遺跡・萱振遺跡など

がある。

ヽ
I IIャ

一―

圏

餌Ａ
日
□

一

へ

十１
ヤ」止址艤料

‐，卜十日Ｗ山艘

第 1図 調査地位置図及び周辺図

-53-



当遺跡では人尾市教育委員会が昭和56年度に実施された発掘調査 (註 1)で、弥生時代後期

から古墳時代後期の遺構・遺物が検出され、遺跡として認知されたのが発端である。その後、

当調査研究会・八尾市教育委員会 。大阪府教育委員会により、現在までに十数回の発掘調査が

行われ、弥生時代中期から近世に至る複合遺跡であることが確認されている。

註1八尾市教育委員会「成法寺―八尾市光南町1丁目29番地の調査―」 1983.3

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道 (第18工区)に伴うもので、八尾市と八尾市教育委員会、当調

査研究会との三者で協定書を締結して実施した。調査期間は、平成 5年 11月 15日 ～11月 22日 で

ある。今回の調査は、当調査研究会が実施した第11次調査 (SH93-11)1こ あたる。

調査区は下水道工事の立孔部分 lヶ所 (縦6.4m×横4.8m)で、面積約30m2を測る。調査は

現地表下約1.1～ 1.2mま での上層を機械掘削し、以下、0.4mの 上層については人力掘削、さ

らに下層確認として工事で掘削される最終深度までの土層の確認を行った。

高美中学校
0          10m

―
第 2図 調査区設定図
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1

5

8.Om

3

7.Om

6.Om

5.Om

4,Om

~第 1調査面

~第 2調査画

成法寺遺跡第11次調査(S H93-11)

2)基本層序

調査区の基本層序は、第 3図に示すとおりである。

第 1層 盛土 (層厚1.0～ 1.lm)。 アスファルト・バラス・

盛り上・旧耕土・床土である。旧耕土・床土は東部

(借換地内)の一部で確認されただけで、道路部分

は水路及び水道・ガスなどの埋設工事により攪乱さ

れている。

第 2層 淡茶灰色粘質土 (層厚30～ 35cm)。 この上面は中世

以降の遺構面 (第 1調査面)である。標高は7.8m前

後を測る。上部は大半が攪乱により削平されている。

第 3層  暗灰色粘土 (層厚10cm)。 古墳時代前期の遺物包含

層と思われるが、遺物は認められなかった。

第 4層  淡灰責色～淡灰青色シルト (層厚40～ 50cm)。 古墳

時代前期の遺構面 (第 2調査面)と 考えられる。標

高は7.4mを測る。

1盛土・旧耕土・
床土等

2淡茶灰色粘質土
3暗灰色粘土
4淡灰黄色～淡灰 :

青色シルト

5青灰色細砂混粘
質ンルト

6暗灰色粘質土
7灰色細砂
8灰黒色粘土
9青灰色ンルト
10灰青色細砂

第 5層 青灰色細砂混粘質シルト (層厚140cm)。 無遺物層で
第 3図 基本層序桂状図

ある。粘質土とシルトが相互に堆積しているのがみ

られる。

第 6層 暗灰色粘質土 (層厚50～ 60cm)。 無遺物層である。

第 7層 灰色細砂 (層厚10cm)。 1～ 241m程度の砂粒である。

第 8層 灰黒色粘土 (層厚30cm)。 植物遺体を少量含む。

第 9層 青灰色シルト (層厚30cm)。 植物遺体をごく少量含む。

第10層 灰青色細砂 (層厚40cm以上)。 1～ 2 Hlm程度の砂粒である。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表 (標高8,9～ 9.Om)下 1.2～ 1.3mの第 2層上面 (第 1調査面)と 現地表

下1.6mの第 3層上面 (第 2調査面)の 2面 を調査 した。検出した遺構は中世以降の溝 1条

(SD-1)、 平安時代後期に比定される土坑 1基 (SK-1)、 古墳時代初頭に比定される土

坑 1基 (SK-2)で ある。出土遺物は古墳時代初頭～中近世に至る遺物をコンテナ箱にして

約 1箱分であった。以下、各遺構について記す。
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第 1調査画 第 2調査画

o          2m

―第4図 遺構平面図
土坑 (SK)

SK-1

調査区の南西部で検出した土坑状遺構で、南西側は調査区外に至る。上部は水道管埋設工事

により削平されている。検出部では平面不定形を呈し、東西径1.7m、 南北径2.3m、 深さ25cm

を測る。断面は浅い皿状形を呈する。堆積土は暗灰色細砂混シル トである。遺物は内部から平

安時代後期に比定される土師質小皿など土器の小片がごく少量出土している。

SK-2

調査区東部で検出した。平面形状は検出部で半円形を呈する。東部の一部は調査区外に至る。

規模は検出部で、東西径1.9m以上、南北径2.lm、 深さ60cmを測る。断面は半円形を呈する。

堆積土は淡灰青シル ト (炭化した植物遺体が斑点状に含む)である。遺物は出土していないが

層位からみて古墳時代初頭～前期ごろに比定されるであろう。

溝 (SD)

SD-1

調査区で 1条 を検出した。調査区内で確認 した方向は東から西へ伸びた後屈曲し、北方へ伸

びるL宇形に曲る溝である。西側の南北溝は大半が水道菅埋設及び水路により攪乱されている。

規模は検出部で、幅3.15m以上、深さ56cmを測る。断面形は検出部で、浅い半円形を呈する。

堆積土は灰茶色砂礫粘質土 。茶仄色細砂で、遺物は出土 しなかった。この遺構の時期について

は検出面のレベルから判断すると鎌倉時代以降の自然河道と思われる。
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成法寺遺跡第11次調査(S H93-11)

3.ま とめ

今回の発掘調査は小面積であり、明確なことは言えないが、この調査成果でわかったことに

ついて各時代ごとに記す。

弥生時代中期後半

この時代のものは当調査区より北部へ約160mの地点で、大阪府教育委員会が実施した府道

拡張工事の発掘調査で木棺・土器棺を主体部にもつ方形周溝墓が発見されており、その南側の

広がりを確認する絶交の調査地であった。調査では第10次調査 (SH93-10)と 同様、対応する層

位を明確に確認することができなかった。

古墳時代前期

古墳時代前期 (庄内式～布留式古相)に比定される集落遺構が府道拡張工事で確認されてお

り、その南側の広がりが第10次調査 (sH93-10)と 同様、今回の調査区でも確認された。

平安時代後期

生産域か集落域かは明確にできなかったが、この時代の遺構を確認している。第12次調査

(SH93-12)では鋤溝・畝溝と思われる耕作に関連する溝が確認されており、周辺は生産域で

あったことがいえるであろう。

鎌倉時代以降

検出した溝は洪水などでできた自然河道と思われるもので、南部約40mの第10次調査 (SH93-

10)で確認された条里遺構は確認されなかった。

以上、今回の調査成果である。
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第2調査面 (南から)



成法寺遺跡第11次調査 (S H93-11)

SK-201(東 から)
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Ⅸ 成法寺遺跡第12次調査 (S H93-12)



例

1.本書は、人尾市高美町 1丁目73,74で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書であ

る。

口

本書で報告する成法寺遺跡第12次調査 (S H93-12)の発掘調査の業務は、八尾市教育委

員会の指示書 (八教社文第126号 平成 6年 1月 24日 )に基づき、財団法人八尾市文化財

調査研究会が大北幸男氏から委託をうけて実施したものである。

現地調査は、平成 6年 3月 1日 から3月 15日 にかけて、坪田真―を担当者として実施した。

調査面積は180m2を 測る。なお調査においては浜田千年・山内千恵子・平沼寿隆が参加し

た。

内業整理には上記の他、岩本順子 。田島和恵・都築聡子が参加した。

本書の執筆・写真撮影及び編集は坪田が4子った。

墨書人面土器の遺物実測図は、人尾市教育委員会文化財課作成のものを使用した。

本 文 目 次
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2)基本層序と出土遺物…………∴。………………………………………………………………62
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成法寺遺跡第12次調査 (S H93-12)

Ⅸ 成法寺遺跡第12次調査 (S H93-12)

1.|よ じめに

成法寺遺跡は入尾市の中央部西に位置し、現在の行政区画では光南町 。清水町 。南本町・高

美町 。松山町 。明美町・陽光園一帯にあたる。当遺跡は北側で東郷遺跡、東側で小阪合遺跡、

南側で矢作遺跡に接しており、地形的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖

積地上に立地している。

当遺跡は昭和56年 5月 、人尾市教育委員会が光南町 1丁 目29香で実施した試掘調査により確

認された遺跡で、以降八尾市教育委員会・大阪府教育委員会 。当調査研究会により数次の発掘

調査が行われている。これらの調査成果から、当遺跡は弥生時代中期～中世にわたる遺跡であ

ることが知られている。

今回の調査地から北東 。南東へ約20mの 地点では、平成 5年度、下水道工事の立坑部分で当

調査研究会により第10。 11次調査が行われており、古墳時代初頭から中近世の遺構 。遺物が検

出されている (前掲頂)。

調査地位置図 (S=1/5000)
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2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は共同住宅建設に伴う調査で、当調査研究会が成法寺遺跡内で行った第12次調査

である。調査に至る経緯は、八尾市教育委員会文化財課の試掘により、奈良時代に比定される

墨書人面土器を包蔵した井戸が検出されたことによる。

調査は、この試掘の成果をもとに、現地表下約1.2m～ 1.3mまでを機械掘削し、以下は入力

掘削により実施した。

地区割は調査区平面形に合わせて5m方眼を任意に設定した。この 5m区画の北東角の杭番

号がその地区名となる。なお、この方眼の南北ラインは北から西に約15,9度振っている。

十 十 十

第 2図 調査区設定図(S=1/500)

2)基本層序と出土遺物

第 1層は調査直前までの耕土・床土、第 2層が第 1層 に伴う盛上である。第 3層 は中世頃の

包含層で、土器を少量含んでいる。第 4層 。第 5層は調査区東半に堆積している。第 4層 は弥

生時代後期から奈良時代頃までの土器を含んでおり、この上面が第 1次面で、標高は7.8m～

7.9mを測る。第 5層 。第 6層 は弥生時代後期の上器を少量含んでおり、この上面が第 2次面

で、標高は7.6m～ 7.9mを測る。第 7層から遺物は出土していない。
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成法寺遺跡第12次調査(S H93-12)

TP9.Om―

8,Om―――
1.耕土・床土

2.盛土

3.灰褐色系粘質土

4.黄掲色系粘質土～粘質シルト

5.灰黄色系粘質シルト～ンルト

6.暗褐色系砂礫～粗砂

7.反掲色系粗砂～細砂

第 3図 基本層序 (S=1/40)

み十く、5

1人 2

佳亜峯//
o                                        20cm

第 4図 包含層出土遺物 (S=1/4)

3)検出遺構と出土遺物

第 1次面で溝19条 (S D101～ 119)、 第 2次面で溝 4条 (S D 201～ 204)・ ピット3個 (SP

201～ 203)。 井戸 1基 (S E 201)・ 落ち込み 2基 (S0201・ 202)を検出した。
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SDl17

SDl16
SDl15

SDlll

5m

第 5図 第 1次面平面図 (S=1/100)

5-―――
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(第 1次面〉

S D101-119

調査区全域で検出したほぼ南北方向の溝で、平行して直線的に伸びるものである。幅10cm～

80cm。 深さ 5 cm～ 10cmを 測 り、埋土は灰褐色粗砂混じり粘上である。 S Dl17は 幅約20cmの 3

条の溝が南部では幅約80cmの 1条の溝となっている。 S Dl14や S Dl18。 119で も同様の状況

が窺え、またS D105～ 107や S Dl14～ 116も 、元々 1条の溝であった可能性がある。中世～近

世頃の耕作に関連する溝と考えられる。法量等は表 1に まとめた。

地区 幅 (cm) 深さ (cm) 検出長 (m) 備 考 間隔 (cm)

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

4A

4A

4A～ B

4A～ B

4A～ B

4A～ B

4A～ B

3A～ B

3A～ B

3A～ B

3B

3A～ B

2B

2A～ B

2A～ B

2A～ B

2A～ B

lB

lB

13´-32

17々-32

20´ヤ47

20´ヤ40

15々ヤ32

12´-25

8～ 20

20-78

15´-27

15´-80

40

12´-52

17

13´-43

15々-25

15々ヤ26

85

15-23

27

表 1

南は 2本

35

32

90

45

10

7

60´-100

35´-75

15

12

20

215

25

10

10

42-62

115

5

4

5

5

5

4

4

4

7

6

8

5

7

5

5

5

5

5～ 17

8

10

3.60

1.65

5.70

7.70

4.65

5。 10

5.50

7.80

5,05

7.90

1.60

7.90

0.75

4.90

4.90

4.90

5.40

2.80

2.50

耳ヒは 3本

)南
で連続

第 1次面清 (S D101～ 119)法量表

(第 2次面〉

S D 201

調査区西部を南北方向に伸びる溝で、検出長約10.5mを測り、北部で二又に分岐している状

況である。規模は幅0.8m～ 2.2m、 中央での深さ約0.4mを 測 り、底部のレベルはほぼフラッ

トである。断面皿状で、埋土は上層が灰褐色粗砂混じり粘土 (炭含む)、 下層が灰色粗砂混じ

り粘土で、滞水していた状況が窺える。弥生時代後期から奈良時代の土器が少量出土している。
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SP2030

SP202③

IB―
5m

第 6図 第 2次面平面図 (S-1/100)
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S D 202

調査区北東角から南西方向に約10.5m伸び、 3B

抗付近でほぼ直角に屈曲して、約6.5m北西方向に

伸びる直線的な溝である。北部で S D 201に 削平さ

れている。規模は幅1.2m～ 1.8m、 深さ約40cmを測

り、底部のレベルは東部が深くなっている。断面逆

台形に近く、埋土は上層が黄掲色系の粘質土、下層

が灰色系の粘質シルト～粘土である。古墳時代中期

頃までの土器が少量出土している。

0                  10Cm
瑞

第 7図  S D202出 土遺物 (S-1/4)

S D203

調査区南東 lB区で検出した束西方向の溝である。西部はS0201と 連続しており、切り合

い関係は確認できなかったが、当溝が削平されているようである。規模は幅0.5m～ 0.7m、 深

さ約 7 cmを 測る。断面皿状で、埋土は灰色粘土である。遺物は出上していない。

S D204

lB区、 S D203の南で検出した東西方向の溝である。西部は南に屈曲し、S0201と 連続し

ているが、切り合い関係は確認できなかった。規模は幅0.8m～ 1.3m、 深さ約10cmを 測る。断

面皿状で、埋土は暗褐色細砂混じり粘上である。遺物は弥生時代後期の土器が少量出土してい

る。

S P 201～ 203

lB区の S P 202・ 203は約1.4m間隔で、位置的にはS D 203の北側に平行していることから、

これらの遺構に何らかの関連がある可能性がある。法量 (長辺×短辺X深さ(cm))・ 埋土は、

S P 201-30× 24× 12・ 暗灰掲色細砂混じり粘土、S P 202-25× 23× 4・ 淡褐灰色微砂混じり

粘土、 S P203-30× 25× 11・ 淡褐灰色微砂混じり粘土である。

S E 201

前述の試掘調査の際検出された井戸で、調査区中央 3A～ B区に位置する。掘形平面形は長

辺約2.8m× 短辺約2.2mの 不定形で、深さ約0.6mを 測る。井戸枠に曲物を使用しており、二

段が遺存しているが、下から二段目は曲物が二重になっている。曲物の構造は、最下段 (曲物

1)は長辺約55cm・ 短辺約40cm・ 高さ約15cmの平面隅丸長方形の曲物、二段目は長辺約55cm・

短辺約40cm。 高さ約20cmの平面隅丸長方形の曲物 (曲物 2)の内に、直径約40c7m・ 高さ22cm以

上の平面円形の曲物 (鰤物 3)と いうものである。上からみると曲物 1と 2を L字形に組み、

交差部分に曲物 3を入れている。二段目は曲物上面に段差があり、曲物 3上面が外側の曲物 2

より高く、曲物 2上位には幅 5 cm～ 15cm。 長さ20cm～ 30cm・ 厚さ約 l cmの板を曲物 3の周囲に
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並べている。また曲物 1内部には径2～ 5 cmの石、二段目の曲物間の隙間には径約 2 cmの石が

充填されている。

出土遺物には前述の墨書人面上器 (9)の他、 6世紀代から奈良時代に比定される須恵器・

土師器がある。 9は口径15.8cm。 器高12.6cm・ 体都径16.lcmを測る土師器奏である。日縁部ヨ

コナデ、底体部ナデで、外面に指頭痕が残る。底体部外面の4面に大小二種の人面が交互に描

かれ、表裏面にあたるA・ C面 (大)と B・ D面 (小)はそれぞれ同一の人面となっている。

これは4面を描く場合の通例のようである。次に観察される特徴を列挙する。

7.8m
A―――

黄褐灰色粗砂混り粘質土

灰色粗砂混り粘土

灰色粘土混り礫 (2～5cm)

暗灰黄色砂礫混り粘土

暗灰黄色粘土混り粗砂

曲物

第 3図  S E 201平・断面図 (S=1/30)

ｍ

ｒ

＝

＝

Ｈ

＝

＝

Ｌ

Ａ

ｌ

２

３

４

５

由物＼

Iご

翌

4)

2ペ 詢 ィ 5   /
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第 9図  S E 201出土遺物 (S=1/4)
。A・ Cにはあご髭・鼻髭が描かれている。このような類例は宮城県市川橋河床遺跡にある。

この例では同一人面を4面に描き、そのうちの 2面に髭を付加している。

・口縁部にまで及んで頭部が描かれており、B・ Dには横線による頭髪あるいは帽子状の表現

がみられる。

・Bと Cが近接し、Bの左側部がCの右耳を避けるようにややくばんでいる。このことから墨

書の順番はA・ C→ B・ Dである可能性が高い。

・Aと Cでは鼻髭の表現に、またBと Dでは鼻部の筆使いに違いがある。

須恵器 (15)は器台口縁部と考えられる。国縁端部に半裁竹管による刺突文を施している。

S0201

調査区東部で検出した平面不定形の浅い落ち込みである。規模

は東西5.5m・ 南北5.Om以上・深さ約20cmで ある。埋土は上から

黄灰褐色粘質シルト・仄褐色粘質シルト・淡黄灰色粘質シルト・

灰青色シルト～微砂である。検出状況ではS D 202を削平してい

るが、 S D 202の オーバーフローによる堆積部分である可能性が

ある。

遺物は古墳時代中期までの土器が出土している。須恵器杯蓋

(16)は 完形品である。日径10,4cm。 器高4.9cmを 測り、内面

の天丼部・口縁部にヘラ記号を有する。

0                   10Cm

第10図  S0201
出土遺物 (S=1/4)
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第11図  S0202出土遺物 (S-1/4)
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S0202

調査区西端で検出した。検出郡は幅1.6m以上・深さ約15cmの南北方向の溝状を呈するが、

埋上の状況等から自然の落ち込みであると考えた。坦土は黄褐灰色粘土混じり粗砂で、ベース

となる層に類似している。弥生時代後期末に比定される土器、甕 (17～23)。 壺 (24・ 25)。

高杯 (26～ 28)・ 他 (29～ 34)が出土している。重 (24)は肩部にヘラによる記号、あるいは

絵画を描いている。

3.ま とめ

今回の調査では、弥生時代後期末から中世・近世の遺構・遺物を検出した。

弥生時代後期末では落ち込みが検出され、当地はこの頃に埋没したと考えられる河川上にあ

たることが確認された。

奈良時代では井戸・溝等の遺構が検出されたが、建物等は検出されなかった。当時の遺構は

当地から西に約500mで検出されているが、今回の調査地周辺にも当時の生活域があったので

あろう。井戸 S E 201か ら出土した墨書人面土器は、人尾市域では弓削遺跡 。東郷遺跡・成法

寺遺跡に次いで四例目となるものである。このうち弓削遺跡のものは今回と同様井戸からの出

上である。

中世 。近世では鋤溝が検出され、当地は耕作地であったことが確認された。

なお、包含層中からは古墳時代中期～後期に比定される須恵器器台 (3)や埴輪片 (4)が

出土しており、S0201出上の完形の須恵器杯蓋 (16)と を考え合わせると、周辺に古墳の存

在も考えられる。今回検出したほぼ直角に屈曲するS D202は 、その形状から古墳の周溝であ

る可能性もあろう。

参考文献

田中勝弘「墨書人面上器について」 (日本考古学会 F考古学雑誌』第58巻  第4号 )
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S E201上面 (北から)

S E201(東から)
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X 太子堂遺跡第 5次調査 (T S93-5)



例

1.本書は、人尾市東太子 2丁目地内で実施した公共下水道工事 (平成 5年度第 6工区)に伴

う発掘調査の報告書である。

1.

1.

本書で報告する太子堂遺跡第 5次調査 (T S93-5)の発掘調査業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (入教社文第69号 平成 5年 9月 14日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査

研究会が人尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 11月 30日 ～12月 3日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は約29m2で ぁる。なお、調査においては人田雅美 。島野鋼―が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・トレースー市森千恵子、

遺物観察表―西岡、遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。

本 文 目 次

はじめに……………………………………………………………………………………………77

調査概要……………………………………………………………………………………………78

1)調査の方法と経過………………………………………………………………………………78

2)基本層序…………………………………………………………………………………………78

3)検出遺構と出土遺物……………………………………………………………………………79
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太子堂遺跡第 5次調査 (T S93-5)

X 太子堂遺跡第 5次調査 (T S93-5)

1.は じめに

太子堂遺跡は人尾市の南西部にあたり、現在の行政区画では太子堂 3～ 5丁目、東太子 2丁

目・南太子 1～ 6丁目に所在する。地理的には旧大和川の主流である長瀬川と平野川に挟まれ

た沖積地の自然堤防上に位置する。当遺跡の周辺には南に木の本遺跡、南西に人尾南遺跡、北

東に跡部遺跡、西に亀井遺跡が存在している。

当遺跡では昭和58年 に当調査研究会が実施した第 1次調査 (Ts84 1)で 古墳時代後期・奈良

時代の遺構・遺物が確認されている。その後、平成元年に公共下水道に伴う発掘調査が行われ、

古墳時代前期の遺構・遺物が存在することを確認した。また、平成 3年に大阪府教育委員会が

当遺跡の南側を東西に走る国道25号線と東側の南北に走る旧主要地方道大阪環状線の太子堂交

1匡

:雫骨百1
太 子 ―

第 1

市_百_… 人、碑 1-

図 調査地位置図及び周辺図
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今回の調査地の周辺では、 6世紀後半ごろに「物部氏と蘇我氏との戦いの痕跡」が遺存して

いる。調査地より西へ約200mの所には「聖徳太子古戦場の石碑が建てられている大聖勝軍寺、

南西へ約110mの所には「物部守屋墓」がある。また、調査では当調査地の北東へ約100mの所

に第 1次 (TS83-1)調査地、北へ約150mの所に第 2次 (TS90-2)。 第 4次 (TS92 4)調査

地がある。

註

○ 八尾市役所「増補版 八尾市史(前近代)本文編」 1988年

O(財 )八尾市文化財調査研究会『4太子堂遺跡第 1次調査』「昭和58年度事業概要報告」 (財)八尾市文化財調

査研究会報告 51984

0(財 )八尾市文化財調査研究会『18,太子堂遺跡第 2次調査』「平成 2年度 (財)八尾市文化財調査研究会事業

報告」1991

0(財 )八尾市文化財調査研究会「太子堂遺跡」 (財 )八尾市文化財調査研究会報告341992

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道 (第 6

工区)工事に伴うもので、人尾市と入

尾市教育委員会、当調査研究会との三

者で協定書を締結して実施した。調査

期間は、平成 5年 11月 30日 ～12月 3日

である。今回の調査は、当調査研究会

が実施した第 5次調査にあたる。

調査区は下水道工事の立孔部分 1ケ

所 (縦6.Om×横5。 2m)で、面積約31

m2を沢1る 。調査は現地表下約1.2mま

での上層を機械掘削した。さらに遺構

面となる土層が認められないことから

工事で掘削される最終深度付近までの

土層の確認を行った。

2)基本層序

基本層序は調査区内で検出した土層

で普遍的に存在する13層 を摘出した。

以下、これらの上層について記す。
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第 1層 盛土・攪乱 。旧耕土 (層厚60cm)。 道路の基

礎と埋設工事等で攪乱している。旧耕土は借

換地部分の一部で確認した。表土面 (G.L)

の標高は、約9,9mを測る。

第 2層 灰茶色砂質土 (層厚10～ 15cm)。

第 3層 灰茶色粘質土 (層厚15cm)。 褐色の斑点がみ

られる。

第 4層  茶灰色細砂混粘質土 (層厚20cm)。 奈良時代

の上器片がごく少量含まれている。

第 5層 淡青灰色微砂 (層厚40cm)。 第 4層 と同様、

た。

第 7層 青灰色シルト (層厚30～ 35cm)。

奈良時代の上器片がごく少量含んでいる。     ァ詭
第6層 淡灰茶色シルト (層厚40cm)。 奈良時代のベー

ス面と考えられるが、遺構は認められなかっ

9.Om

8,Om

6.Om

1

2

3

4

7

8

9

聾襲韓難難鞘
13

第 8層  暗青灰色 シル ト (層辱          1・
盛土・攪乱・旧耕±  8.暗 青反色シルト

三10～ 15cm)。       2.灰 茶色砂質±      9.灰 青色粘質シルト

第 9層 灰青色粘質 シル ト (屋          3.反
茶色粘質±    10.淡 反青色微砂

:厚20cm)。       4.茶 灰色細砂混粘質±   11.灰色粘土

第10層  淡灰青色微砂 (層厚1(          5.淡
青灰色微砂    12.暗灰色粘土

5～ 20cm)。       6.淡灰茶色シルト     13.青灰色シルト
7.青灰色シルト

第11層 灰色粘土 (層厚15～ 20cm)。 第 3図 基本層序柱状図

第12層 暗灰色粘土 (層厚100～ 110cm)。 植物遺体を含む。

第13層 青灰色シルト (層厚10cm以上)。 上面の標高は6.lmを測る。

3)検出遺構と出土遺物

現地表 (標高T.P,+9.9m)下約0.6m前後までの土層は、盛土及び攪乱である。さらに、北

部では東西方向に埋設されたNTTケ ーブルが走り、上幅1.5m、 下幅1.Om、 深さ2.Omの 範

囲で攪乱されていた。南側の借換地にあたる部分で上層の地層の一部が確認された程度である。

第 3層～第 4層 は奈良時代の土層と考えられる。その下の第 5層上面が遺構面と思われるが遺

構は検出しなかった。さらに下層でも生活面となる面は認められなかった。第12層 は植物遺体

を含む泥炭質の地層が厚く堆積しており、湿地帯であったと考えられる。
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3.ま とめ

今回の発掘調査は、小面積な調査区ではあつたが奈良時代の遺物を包む層を検出することが

できた。しかし、遺構は調査区内では検出することはできなかった。北へ約100mの地点で行つ

た第 1次調査 (TS83 1)で は井戸・小穴などの集落遺構が確認されており、南部にもこの時

期の生活域の範囲が想定される。また、調査区南部には古くから街道として栄えている国道25

号線が走つており、今回の調査地の南側にはそれに関連する遺構が存在するであろう。

参考文献

○(財 )八尾市文化財調査研究会「太子堂遺跡」(財)八尾市文化財調査研究会報告341992
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太子堂遺跡第 5次調査 (T S93-5)
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� 田井中遺跡第13次調査 (T N93-13)



例

1.本書は、人尾市田井中 1丁目で実施した公共下水道工事 (平成 5年度第90工区)に伴う発
掘調査の報告書である。

1.本書で報告する田井中遺跡第ユ3次調査 (T N93-13)の発掘調査の業務は、人尾市教育委

員会の指示書 (八教社文第163号平成 5年 2月 15日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調

1.

査研究会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 6年 2月 2日 から平成 6年 2月 10日 にかけて、岡田清―を担当者として実

施した。面積は約25ぜを測る。

本書に関わる業務は、岡田が担当した。

本 文 目 次

1.は じめに。・:…………………………………………………………………………………………83

2.調査概要……………………………………………………………………………………………84

1)調査の方法と経過………………………………………………………………………………84
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田井中遺跡第13次調査 (T N93-13)

� 田井中遺跡第13次調査 (T N93-13)

1. はじめに

田井中遺跡は人尾市の南部に位置し、現在の行政区画では志紀町西 。田井中・空港 1丁 目一

帯がその範囲にあたる。地理的にみるとこの地域は旧大和川水系長瀬川左岸の沖積地にあたる。

当遺跡の周辺には、北部に老原遺跡・北東部に志紀遺跡・西部及び南部に木の本遺跡・南東部

に弓削遺跡・長瀬川を挟んで東部に東弓削遺跡が隣接する。

中●     
コ主
・
要墨≧

・/α θ

1.(財 )八尾市文化財調査研究会

2.           ″

3.           ″

4.           ″

(第 1次調査)

(第 2次調査)

(第 5次調査)

(第 11次調査)

5.大阪府教育委員会

6.       ″

7.       ″

(平成元年度試掘調査)

(第 1次調査)

(第 2次調査)

隠井中公園

馬 i

Ｙ

　

ミ
ヾ
、
　
＼
く
ド
‐
Ｌ
型
下
‐
‐
‐
‐

第 1図 調査地周辺図
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当遺跡内では現在までに、当調査研究会によつて12件の調査が実施されている。そのなかで

陸上自衛隊八尾駐屯地内において実施されている一連の調査では弥生時代前期から古墳時代前

期に至る集落跡が検出されている。また、国家公務員宿舎敷地内では弥生時代後期から平安時

代後期までの水田遺構を検出している。当調査研究会以外では大阪府教育委員会による府営住

宅建設に伴う調査で弥生時代中期まで遡る水田遺構を検出している。最近の同教育委員会の調

査では同時代の 8条に及ぶ大溝が確認され、当時期の水田に伴う水利施設を究明する貴重な調

査結果を得ている。さらに本調査地の近隣をみると、同教育委員会が実施している空港北濠改

修工事に伴う一連の調査で、縄文時代晩期から平安時代までの集落跡及び墓域が検出されてい

る。

―
―
―
―
ノ

第 2図 調査区位置図

して遺構・遺物の検出に努めた。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、公共下水道工事

に伴うもので、調査区の規模は約

4× 7mの 28m2前後を測る。調査の

最終掘削深度は工事内容に準じて、

現地表 (標高11.4m前後)か ら約

5.5mである。調査は周囲の鋼矢

板圧入時及び覆工板設置に伴う盛

土及び攪乱層の除去作業から最深

部に至るまで、重機と人力を併用

2)基本層序

本調査地においての上層堆積状況は、第 4図に示すように各層ともフラットな様相を呈する。

なお調査地の南側部分は現地表下1.5m前後まで、以前の水道管埋設工事のための攪乱を受け

ている。また、北側部分は近世井戸 (SE-101)の 掘削によつて近世以前の土層は削平され

ている。したがって部分的な小範囲内で摘出した9層 を基本層序とし、各層の時期解釈につい

ては今回どの層からも顕者な遺物が出土しなかったので、近隣の調査資料を参考にした。

第 1層 :盛土及び攪乱層 (層厚50cm前後)。 現代の道路建設時における造成層である。

第 2層 :灰白色微砂～細砂 (層厚30cm前後 。下部に薄く酸化鉄分が含まれる)。 大和川付け

既設水路

替え以前の洪水層か ?

-84-



第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

調査区のやや北西よりの標高6.

7m前後の地点で南西一北東 (樹

根)方向に横たわった状態で確認

した。樹種は針葉樹系と思われる

が、両端とも鋼矢板によって分断

され調査区外に至っているため詳

細な規模は不明である。形状規模

は確認できた部分だけをみると、

全長6.5m以上・径25～ 50cmを 測

る。風倒木として自然河道によっ

生
⑬
旦 皇②旦

第 3図 自然樹木 (風倒木)検出状況
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茶灰色微砂混じリシルト (層厚30cm前後)。 第 2層 との時期差はほとんどないと思

われる。

灰色細砂混じり粘質土 (層厚60cm前後)。

灰色粘土 (層厚60cm前後)。 周辺の調査結果から平安時代に相当する堆積層と思わ

れる。

灰黒色粘土 (層厚15cm前後・植物遺体が断続的に含まれる)。 周辺の調査結果から

弥生時代中期から古墳時代前期に相当する堆積層と思われる。

暗灰色粘土 (層厚15cm前後)。 第 6層 同様に層内には植物遺体が含まれる。第 6・

7層 については上述の時期内において当地が沼地状を呈していたことを示唆するも

のといえる。

緑灰色粘土 (層厚20cm前後)。 周辺の調査結果から弥生時代前期に相当する堆積層

と思われる。

灰白色細砂～粗砂 (層厚2m以上・不規則に変形するラミナがみられる)。 湧水が著

しく、時期的に縄紋時代晩期～弥生時代前期に相当する自然河道の堆積層と思われ

る。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表下0.5m前後 (標高10.6m前後)で近世井戸 (SE-101)を 1基、さら

にそれより4m前後 (標高6.6m前後)地点で縄紋時代晩期から弥生時代前期にかけての自然河

道とみられる砂層内から腐植した自然樹木 (風倒木)を 1本確認した。

[縄紋時代晩期～弥生時代前期]

・自然樹木 (風倒木)



て当地まで運ばれてきたものであろう。全体的に樹皮の腐食は著しく、内部も断面観察したと

ころ黒ずんで腐食している。樹木の埋没時期は、確認できる第 9層灰白色細砂～粗砂層が既往

の調査結果から縄紋時代晩期～弥生時代前期に比定される自然河道と考えられることから大ま

かにその時期が与えられよう。

[近世期]

・井戸

SE-101

調査区北寄り中央で検出した井戸側をもつ井戸である。掘り方の検出レベルは標高10.6m前

後・井戸底最深部は6.5m前後を測る。上面の形状は北側半分が調査区外に至っており、明確

なことはいえないが状況から推定してほぼ円形を呈すると思われる。掘り方の断面形は沼鉢状

東「西肝

現地表

(TP+11,4m

0   _3m

第 4図  SE-101平・断面図

を呈している。井戸側は

掘り方内のやや西寄りに、

底板を打ち抜いた桶を 3

段積み重ねて設置されて

いる。なお、井戸側の 6

割り程は銅矢板に分断さ

れ調査区外に至っている。

井戸側として用いられて

いる桶 1個体の法量は、

径は推定で60cm前後・深

さlm前後を測る。掘 り

方内埋土は 3層 に分層さ

れ、上から第 I層暗青灰

色シルト混粘質土 (シル

トはブロック状に混入す

る)。 第Ⅱ層灰色微砂混

粘土 。第Ⅲ層青灰色シル

トで、井戸側の最深部は

水脈 (湧水槽)と なる第

9層灰白色細砂～粗砂層

に達する。井戸側内埋土

は青灰色微砂の単一層で、
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田井中遺跡第13次調査(T N93-13)

使用しなくなった時点で人工的に真砂を用いて埋められたものと思われる。遺物はいずれの層

からも出土しなかった。この井戸は周辺の調査結果や掘り込み面の層位的な見識から、近世期

における農耕に伴う連漑用として機能していたものとおもわれる。

3.ま とめ

既述したように当調査地の近隣をみると、空港内タト周辺において大阪府教育委員会をはじめ

当調査研究会による調査から、縄紋時代晩期～平安時代に至って集落・生産域に関連する数多

くの遺構 。遺物が確認されている。しかし、本調査においては近世はともかく、中世以前にお

ける顕者な遺構・遺物の遺存はなく、周辺の調査結果から層位的に辛うじて時代の変遷をみる

にとどまった。以下、層位ごとに私見を踏まえて記する。

標高8.Om前後以下2m以上を測る厚い砂層の堆積は、弥生時代前期からさらに縄文時代晩期

まで遡る可能性がある河川と推定できる。標高8.0～ 9,Omの粘土層については、弥生時代中期

から古墳時代に比定される堆積層で、植物腐食体の混入からみて当地が沼地状を呈していたこ

とが窺われる。以上のことを考えると古墳時代以前は少なくとも当地については、人々が生活

する土地条件ではなかったと言える。ここで既往の当遺跡内の調査結果をみると、古墳時代以

前は北部 (志紀町西地区)が水田遺構にみられる生産域としての性格をもつのに対して、南部

(田井中・空港地区)では集落域及び墓域としての性格をもつことがやや大まかではあるが認

識できる。そのようにみていくと、当調査地付近が前述の両域の中間地点に於ける「空閑地」

であつたと言えるのではあるまいか。ただ今回は面的な制限と各時代に終ける顕著な遺物がみ

られなかった云々等で、近隣の調査資料から層位的に大まかな時代変遷の様相を把握するのみ

に終わった。故に、この古墳時代以前に於ける「空閑地」の面的な広がりについては今後の調

査結果を待ちたい。

<参考文献>
◎大阪府教育委員会 『田井中遺跡発掘調査概要 ,I』  1991年 3月
◎大阪府教育委員会 『田井中遺跡発掘調査概要・Ⅱ』 1992年 3月
◎大阪府教育委員会 『田井中遺跡発掘調査概要・Ⅲ』 1993年 3月
◎大阪府教育委員会 『志紀遺跡発掘調査概要・Ⅲ』 1993.3
◎ (財)八尾市文化財調査研究会 F昭和57年度における埋蔵文化財発掘調査 ―その成果と概要―』
1983

◎ (財)八尾市文化財調査研究会  『八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度」 1988年
◎ (財)八尾市文化財調査研究会  『八尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』 1989年
◎ (財)八尾市文化財調査研究会  『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和63年度』 1989年 3月

-87-



最終面状況 (東から) 自然樹木 (流木)出土状況 (東から)

西壁面 標高6.0～7.5m(東 から) 南壁面 標高8.0～9.5m(北から)

SE-101 井戸側 1段目 (南から) SE-101 井戸側 2段日 (南から)

SE-101 井戸倒 3段 目 (南から) 自然樹木 (流木)
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Xll東郷遺跡第40次調査 (T G93-40)



例

本書は、人尾市光町 1丁目51番地・52番地で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報告

書である。

本書で報告する東郷遺跡第40次 (T G93-40)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会の指

示書 (八教社文第133号 平成 4年 11月 18日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調査研究

会が森田千清から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 6月 3日 ～6月 25日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は352m2でぁる。なお、調査においては人田雅美・島野銅―・大見康裕が参加し

た。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子・

赤澤茂美、遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。

本 文 目 次
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東郷遺跡第40次調査 (T G93-40)

Xll 東郷遺跡第40次調査 (T G93-40)

1. はじめに

東郷遺跡は、現在の行政区画では人尾市本町 。東本町・光町 。桜ケ丘一帯に所在する弥生時

代中期から鎌倉時代にかけての複合遺跡である。地形的には旧大和川の主流であった長瀬川と

玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。

当遺跡の契機は昭和46年に東本町 2丁目 (光明寺付近)の道路敷下で行われた水道管埋設工

事の際に、奈良時代の墨書人面土器が出土したことから遺跡の存在が認識された。その後、近

鉄八尾駅移転に伴つて実施された駅前の区画整理以後、駅前開発が急激に進みそれに伴う発掘

調査が多数実施された。その結果、弥生時代中期から中世に至る遺構・遺物が存在することが

明らかになった。

0              1C

―
第 1図 調査地位置図及び周辺図
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特に古墳時代前期の集落構成を研究する上で貴重な資料が得られている。

当遺跡の周辺には南東に小阪合遺跡、南西に成法寺遺跡、北西に宮町遺跡、東に萱振遺跡が

存在している。今回の調査地の周辺では人尾市教育委員会が実施した第 3次 (TG81-3)。 第

4次 (TG81-4)。 第 5次 (TG81-5)、 当調査研究会が実施した第14次 (TG82-14)。 第15次

(TG83 15)。 第17次 (TG85-17)。 第18次調査 (TG88-26)が隣接している (第 1図 )。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住

宅建設に伴うもので、事業

者と人尾市教育委員会・

(財)八尾市文化財調査研

究会との三者で協定書を締

結して実施した。調査期間

は平成 5年 6月 3日 ～6月

25日 である。調査面積は354

m2を 測る。今回の調査は、

当遺跡で実施した第40次調

査 (TG92-40)で ある。調

査地は当遺跡の中央北部に

あたり、第 3・ 5。 9。 14

。18次調査地に囲まれた北

部に位置する。これらの発

掘調査では古墳時代前期の

集落遺構を中心とした遺構

が検出されており、今回の

調査地はそれを埋める調査

である。

調査区は残土処理の関係

上 2分して調査を実施した。

北部を第 1調査区 (面積214

m2)、 南部 を第 2調査区

0           10m

第 2図 調査区設定図
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東郷遺跡第40次調査(T G93-40)

(面積140m2)と した (第 2図 )。掘削は現地表下約1.5～ 1.7mま でを機械で行い、以下0.3～ 0.5

mの土層については人力掘削を実施した。残土及び掘削作業の都合上、調査の順位は第 2調査

区より実施した。

調査にあたっては、調査地北東部の土地境界杭を基点にして西部の土地境界抗に方向を合わ

せた東西軸から南へ90度振 り、調査区全体が把握できる範囲に10m四方角の区画を作成した。

地区名については基点より南へ10mの東西線が北からアルファベットの a～ cを付し、西へ16

mの南北線が西から数字の 1～ 2、 交差する北西側を優先して la～ 2C区 と呼称して調査を

進めた (第 3図 )。

2)基本層序

調査区の基本層序は、第 3図に示すとおりである。

第 1層 盛土 (層厚1.0～ 1.lm)。 調査前は舗装した駐車場であり、上部ではアスファルト

・バラス、下部は区画整理事業 (昭和53年～55年)によつて埋めた整地上である。

第 2層  旧耕土 (層厚 5～ 10cm)。 区画整理事業で整地され、埋まるまでは耕作土としてい

た層である。

7,Om

6.Om

5,Om

―

一

一

1

2

3

難雑:ミ
7

8

13

8淡灰茶色粘質土
9淡灰色粘質土
10淡青灰色ンル ト
11乳灰色細砂
12青灰色シルト
13乳灰色細砂～粗砂

1盛土
2旧耕土
3灰緑掲色粘砂
4掲灰色青灰色細砂～ンルト
5灰色粘土
6暗褐灰色粘質ンルト
7淡灰褐色ンル ト

第 3図 基本層序桂状図
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第 3層 灰緑褐色粘砂 (層厚20～ 40cm)。 古墳時代から近世の土器の小片がごく少量含まれ

ている。

第 4層 褐灰～青灰色細砂～シルト砂粘土 (層厚 0～ 20cm)。 中世以降に洪水層である。調

査区の南西部の一部で遺存している。

第 5層 灰色粘土 (層厚 0～ 10cm)。 第 2調査区の南西部の一部で検出した層である。この

層は中世以降の洪水層 (第 4層 )で埋まった中世の水田土と思われる。第16次調査

でも確認している。その他は第 3層で削平されている。

第 6層  暗褐灰色粘質シルト (層厚20～ 30cm)。 酸化鉄の斑点がある。古墳時代前期の包含

層である。

第 7層 淡灰褐色シルト (層厚10～ 20cm)。 古墳時代前期の遺構検出面である。上面の標高

は5。 9～ 7.Omで 、南西部が低い。

g専§ ‡:?:与3三片][|::||| 1 無遺物層である。
第11層 乳灰色細砂 (層厚 0～ 20c/m)。 弥生時代中期末以前の自然河川の堆積層とみられる。

層厚を確認することができなかった。

第12層 青灰色シルト (層厚10～ 50cm)。

第13層  乳灰色細砂 (層厚50cm以上)。 弥生時代中期末以前の自然河川の堆積層ないしは洪

水層とみられるが、かなりの湧水があり、層厚を確認することができなかった。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表 (標高7.9～ 8.Om)下 1.4～ 1.6mの第 2層上面から切り込む近世以降に比

定される井戸状遺構 8基 (SE-101～ SE-108)を検出した(第 1調査面)。 現地表下1.7～ 1.9

m(標高6.1～ 6.2m)の第 8層上面から切り込む古墳時代前期の遺構を検出した (第 2調査面)。

遺構は井戸 1基 (SE-201)、 土坑13基 (SK-201～ SK-213)、 小穴31個 (SP-201～ SP―

231)、 溝44条 (SD-201～ SD-244)で ある。以下、各遺構について記す。なお、遺構番号は

第 2層上面から切り込む遺構を100番台、第 8層上面から切り込む遺構を200呑台とした。

第 1調査面

井戸 (SE)

SE-101～ SE-108

第 4層上面より切り込まれていた井戸状遺構 8基を検出した。井戸枠があるもの 2基 (SE―
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東郷遺跡第40次調査(T G93-40)

第 4図 第 1調査面遺構平面図
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第 5図 第 2調査面遺構平面図
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東郷遺跡第40次調査(T G93-40)

102・ SE-107)で、その他は素掘 りの井戸である。枠がある井戸 (SE-102)は 上段に丼

戸瓦 2段、中段に棉状の枠 1段、最下段は四方に支柱を打ち、方形に組んだ枠で構成されてい

る。SE-107も 同様に組んだ井戸枠と思われるが、上段 。中段は埋める際に抜き取ったよう

で最下段の部分しか検出しなかった。この井戸枠の構造をもつ井戸は江戸時代から近代まで灌

漑用として作られたもので、人尾市内では発掘調査において普遍的にみられるものである。そ

の他の素掘 りの井戸とした遺構は井戸として掘ったものと思われるが、断面の状況や内部堆積

の観察ではブロック状に埋まっており、井戸としての役目をはたさず、すぐに埋め戻 したよう

である。以下、各井戸については第 1表に掲載した。

第 1表 井戸 (SE)一覧表 *単位はcnl

遺構番号 区   名 平面形 断面形 径 深  さ 堆 積 土 備 考

SE-101 2b・ 2c区 楕円形 逆台形 250'大 J二 暗灰青色粘質土と淡橙色

細砂のブロック土

SD-209,224を 切る。

SE-102 2b・ 2c区 方  形 逆台形 西

北

東

南

165以上 暗仄青色粘質土と淡橙色

細砂のブロック土

上段に2段の瓦・中段に 1段の

桶・最下段に方形木枠組み。

SE-103 2c区 円 形 逆台形 暗灰青色粘質土と淡橙色

細砂のブロック土

SD-211・ 215・ 221を切る。

SE-104 2c区 逆台形 暗灰青色粘質土と淡橙色

細砂のブロック土

SD 212を切る。東部は調査区

タト。

SE-105 la区 楕円形 逆台形 暗灰青色粘質土と淡橙色

細砂のブロック土

SP-230・ 224・ SD-225を切る。

西部は調査区外。

SE-106 2a区 方 形 逆台形 西

北

東

南

暗灰青色粘質土と淡橙色

細砂のブロック土

SK-211,213・ SD-226・ 231を

切る。

SE-107 2a区 円 形 逆台形 暗灰青色粘質土と淡澄色

細砂のブロック土

SK-213・ SP-227を 切る。最下

段の方形木枠残存。

SE-108 lb区 楕円形 逆台形 280-350 暗灰青色粘質土と淡澄色

細砂のブロック土

SD-229・ 230を切る。
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第 2調査面

井戸 (SE)

SE-201

調査区 (2b区 )で検出した。SD-227を切っている。

平面形状は (検出)上面で楕円形、深く掘 り込んでいる

部分は円形を呈する。規模は長径185cm、 短径 135cm、 深

さ108cmを 測る。断面はU字形を呈し、上部の東側が浅

く皿状になっている。堆積土は 3層 に分けられる。上層

から第 1層 暗褐灰色粘質シルト・第 2層暗灰色粘質土 。

第 3層暗灰色シルト混粘質土である。第 2層内には炭及

び植物担体 (桃の種)が含まれていた。基底部は細砂層

の湧水層まで達しており、井戸とした。遺物は、第 1層

から小片化した土師器 (壺 。甕等)、 第 2層 から高杯 。

東海系のS字甕・V様式系甕、第 3層から高郭 。重を出

土した。時期は古墳時代前期 (庄内式～布留式古相)に

比定されるもので、下層で出土した土器がやや古い形式

をもつものと思われる。図示できたものは11点ですべて

下層からの出土である。壺 (1～ 5)・ 甕 (6～ 3)・ 高郭

(9～ 11)である。原田編年 (註 1)と 照合してみると1は

短頸壺 A、 6,7は 甕A2、 9は高郭Aに属するもので

ある。この井戸の時期は庄内式古相に築造 。使用し、布

留式古相には廃絶 。埋没していたものと考えられる。

註 1(財 )八尾市文化財調査研究会「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告」

土坑 (SK)

SK-201

o             lm

l 暗褐灰色粘質ンルト

2暗灰色粘質土
3暗反色ンルト混粘質土

第 6図 SE-201平 断面図

(財 )八尾市文化財調査研究会報告37

調査区 (2b区 )で検出した。SD-207を切る。平面形状は楕円形を呈する。規模は長径 145

cm、 短径66cm、 深さ1lcmを 測る。断面は皿状形を呈する。堆積土は褐灰色細砂混シル トである。

遺物は内部から古墳時代前期 (布留式首相)に比定される土器の小片が少量出土している。

SK-202

調査区 (lc区 )で検出した。 SD-209。 SD-218と 切 り合い。西部の一部は調査区外に至る。

検出部での平面形状は楕円形を呈する。規模は検出部で長径200cm、 短径90cm、 深さ24cmを測

る。

-96-



東郷遺跡第40次調査 (T G93-40)

第 7図  SE-201出 土遺物実測図
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断面は皿状形を呈する。堆積土は暗灰色粘質土である。遺物は内部から古墳時代前期 (布留

式古相)に比定される土器の小片が少量出土している。

SK-203

調査区 (lc区)で検出した。西部の一部は調査区外に至る。検出部での平面形状は半円形を

呈する。規模は検出部で南北径157cm、 深さ14cmを測る。断面は皿状形を呈する。堆積土は暗

灰色粘質土である。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器の小片が少

量出上している。

SK-204

調査区 (2b区 )で検出した。SD-234～ SD-239と 切り合う。平面形状は円形を呈する。

規模は長径130cm、 短径115cm、 深さ20cmを測る。断面は皿状形を呈する。堆積土は褐灰色粘質

シルトである。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器の小片が少量出

土している。

SK-205

調査区 (lb区 )で検出した。SD-215に 切られ、基底面にはSD-243・ SD-244がある。

南西部は調査区外に至り、平面形は不明である。規模は検出部で東西幅400cm、 南北幅340cm、

深さ17cmを測り、南西方向に深くなっている。堆積土は暗褐灰色粘質シルトである。遺物は内

部から古墳時代前期 (庄内式～布留式古相)に比定される土器の小片が少量出土している。

SK-206

調査区 (2b区 )で検出した。平面形状は楕円形を呈する。規模は長径95cm、 短径70cm、 深

さ40cmを測る。断面は半円形を呈する。堆積土は褐灰色粘質シルトである。遺物は内部から古

墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器の小片が少量出土している。

SK-207

調査区 (2a区)で検出した。SD-231。 SD-232に 切られ、SK-213・ SD-241と 切り

合う。平面形状は不定形を呈する。規模は長径300cm、 短径250cm、 深さ43cmを測る。堆積土は

褐灰色粘質シルト・暗灰色粘質上である。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比定

される土器の小片が少量出土している。

SK-208

調査区 (2a区)で検出した。平面形状は不定形を呈する。規模は長径130cm、 短径40cm、 深

さ19cmを 測る。断面は半円形を呈する。堆積土は褐灰色粘質シルトである。遺物は内部から古

墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器の小片が少量出土している。
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SK-209

調査区 (2a区)で検出した。平面形状は東西方向に長い楕円形を呈する。規模は長径80cm、

短径40cm、 深さ10cmを測る。断面は皿状形を呈する。堆積土は褐灰色粘質シル トである。遺物

は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器の小片が少量出土している。

SK-210

調査区 (2b区)で検出した。南部はSD-2341こ 切られる。規模は東西径100cm、 深さ9 cm

を測る。断面は皿状形を呈する。堆積土は暗褐灰色粘質シルトである。遺物は内部から古墳時

代前期 (布留式古相)に比定される土器の小片が少量出土している。

SK-211

調査区 (2a区)で検出した。南部はSD-226・ 231・ SE-106に切られ、北部は調査区外

に至る。規模は検出部で東西幅130cm、 南北幅200cm、 深さ1lcmを 測る。断面は逆台形を呈する。

堆積土は褐灰色粘質シルトである。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式首相)に比定される

土器の月ヽ片が少量出土している。

SK-212

調査区 (2a区)で検出した。北部の一部はSE-107・ SP-227に 切られる。平面形状は楕

円形に近い形状を呈する。規模は長径220cm、 短径170cm、 深さ14cmを測る。断面は皿状形を呈

する。堆積土は褐灰色粘質シルトである。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比定

される土器の小片が少量出土している。

SK-213

調査区 (2a区 )で検出した。 SE-107・ SD-228に切られ、SK-207と切 り合う。平面

形状は不定形を呈する。規模は東西幅400cm、 南北幅350cm、 深さ20cmを測る。断面は皿状形を

呈する。堆積土は暗褐灰色粘質シルトである。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に

比定される土器の小片が少量出土している。

小穴 (SP)

SP-201～ SP-231

調査区で31個を検出した。平面形状は、円形及び楕円形が多く、方形のものが小数であった。

調査区北部で検出した小穴は柱痕跡はみられなかったが深くまで掘っている。 SP-214の基

底面から柱根の痕跡が出土しており、多くのものは建物に関連する柱穴であると考えられる。

ただ、調査面積の制約があり、調査区内での規貝1的な配列をもつものはなかった。時期は、小

穴内部からごく少量出土した土器の小片や周辺の遺構の状況から古墳時代前期 (庄内式新相～

布留式古相)に比定されるものと思われる。以下、各小穴については第 2表に掲載した。
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遺構番号 区  名 平面形 断面形 径 深  さ 堆  積  土 備 考

SP-201 lb区 円 形 半円形 暗褐灰色粘質シルト

SP-202 2b区 半円形 暗褐灰色粘質シルト SD-207と 切合う。

SP-203 2b厖至 円 形 半円形 暗褐灰色粘質シルト

SP-204 2bEE 円 形 半円形 暗褐灰色粘質シルト SD 208の 基底面より検出。

SP-205 2c区 円  形 逆台形 28-33 暗褐灰色粘質シルト

SP-206 2c区 円 形 半円形 9 暗褐灰色粘質シルト

SP-207 la区 円 形 半円形 暗褐灰色粘質シルト

SP-208 la区 方  形 半円形 暗褐灰色粘質シルト

SP-209 la区 楕円形 半円形 35´-45 暗褐灰色粘質シルト

SP-210 la区 楕円形 半円形 45″-60 暗褐灰色粘質シルト

SP-211 la区 方 形 逆台形 30々-33 暗褐灰色粘質シルト

SP-212 la区 楕円形 半円形 40々ヤ50 暗褐灰色粘質シルト SE-105に 切られる。

SP-213 la区 円 形 半円形 暗褐灰色粘質シルト

SP-214 2a区 円  形 U字形 暗褐灰色粘質シルト

SP-215 2a区 方 形 U字形 45´-50 暗褐灰色粘質シルト SD 227に 切られる。

SP-2 6 2b区 楕円形 半円形 32-53 暗掲灰色粘質シルト

SP-2 7 2b匠至 半円形 暗褐灰色粘質シルト

SP-2 2aじこ 楕円形 U字形 32´-40 暗褐灰色粘質シルト SP 219を 切る。

SP-2 2a匝至 U字形 暗褐灰色粘質シルト SP-2181こ 切 られる。

SP-220 2aEI 円 形 半円形 暗褐灰色粘質シルト SD 232に切られ、SP 221を 切る。

SP-22ユ 2a区 楕円形 半円形 32～ 45 暗褐灰色粘質シルト

SP-222 2aE至 楕円形 半円形 暗褐灰色粘質シルト

SP-223 2a厖こ 円 形 半円形 暗掲灰色粘質シルト

SP-224 la区 半円形 暗褐灰色粘質シルト SE 105に 切 られる。

SP-225 2a区 方 形 逆台形 28´ヤ37 暗褐灰色粘質シルト SD-223の 基底面より検出。

SP-226 2a区 円 形 半円形 暗褐灰色粘質シルト S1201の基底面より検出。

SP-227 2b区 半円形 暗褐灰色粘質シルト SK 212に 切 られる。

SP-228 la区 円  形 半円形 21´-28 暗褐灰色粘質シルト SD 224の 基底面より検出。

SP-229 la区 楕円形 半円形 32～40 暗褐灰色粘質シルト

SP-230 la区 半円形 9 暗褐灰色粘質シルト SE-105に 切ら才とる。

SP-231 2b区 楕円形 半円形 22-38 暗褐灰色粘質シルト SK 210の基底面より検出。一 一

第 2表 小穴 (SP)一覧表 *生導電蜃はcn

溝 (SD)

SD-201～ SD-248

調査区で48条 を検出した。方向は東―西方向のもの13条、南―北方向のもの14条、東南東―

西北西方向のもの 8条、北北東―南南西方向のもの13条である。これらの溝はそれぞれ切 り合

い関係があるものと思われるが、ほとんどが明瞭な切り合いの判断がつきにくい状態であった。

このことはそれぞれの溝はあまり時期差がないものと考えられる。規模は幅15～ 65cm、 深さ4

～25cmを測る小規模な溝である。断面形は浅い半円形を呈する。堆積土は褐灰色粘質シルトま

たは暗褐灰色粘質シルトである。遺物は古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器の小片

がごく少量出土している。これらの溝の性格を考えるに、当調査区では住居跡の遺構は確認さ

れなかったが、周辺の既往調査でも検出しており、おそらく住居に関連する排水・雨水溝など

であろう。以下、各溝については第 3表に掲載した。

-100-



第 3表 溝 (SD)一覧表

東郷遺跡第40次調査 (T G93-40)

*単位 はcm

遺構番号 区 名 方  向 断面形 径 深  さ 堆 積 土 備 考

SD-20ユ lb区 羽 臣

―

Zg 半円形 褐灰色粘質シルト SD-215と 切合う。

SD-202 2b区 北北東―南南西 半円形 33´-40 10´-15 掲灰色粘質シルト SD-214。 215と切合う。

SD-203 2B区 北北東―南南西 半円形 27´-36 暗褐灰色粘質シルトSD 214を 切る。

SD-204 2b区 北北東―南南西 皿状形 24´-30 5 暗褐灰色粘質シルトSD-213と 1刀イ手う。

SD-205 2bE至 北北東―南南西 皿状形 6 暗褐灰色粘質シルトSD 213と切合い、SD 220に切られる(

SD-206 2b匠こ 北北東―南南西 皿状形 25´-60 暗褐灰色粘質シルトSD-213と t刀そ手う。

SD-207 2b区 北北東―南南西 半円形 18々ヤ46 11 暗褐灰色粘質シルトSK 201に切られ、SD 213と切合う。

SD-208 2b匠至 北北東―南南西 皿状形 30-40 5 褐灰色粘質ンルト SD 220に切られる。
SD-209 lc区 北北東―南南西 半円形 26´-35 11 褐灰色粘質シルト SD-202・ SD-219と 士刀イ手う。

SD-210 2c区 北北東―南南西 半円形 褐灰色粘質シルト

SD-21ユ 2c区 北北東―南南西 半円形 11 暗褐灰色粘質シルトSE 102に 切られる。

SD-212 2c区 北北東―南南西 皿状形 18-30 6 暗褐灰色粘質シルトSE 104に 切られる。

SD-213 2bE至 南 北 皿状形 35´-42 暗褐灰色粘質シルトSD 204～ 207と切合う。

SD-214 2bE至 南 北 半円形 45々-65 掲灰色粘質シルト SD 203に切られ、SD 202と切合う。

SD-215 lb・ 2bE至 南 北 皿状形 25´-35 褐灰色粘質シルト SD-202・ 222と切合う。

SD-216 2c区 南引ヒ 皿状形 17´-20 6 褐灰色粘質シルト SE-103に 切 られる。

SD-217 2c区 南 北 皿状形 25´-35 7 褐灰色粘質シルト

SD-218 2c区 南 北 皿状形 25´ヤ32 7 褐灰色粘質シルト

SD-219 lc・ 2c区 南引ヒ 皿状形 20々ヤ25 5 掲灰色粘質シルト SD-209と 切合う。

SD-220 lb。 2b区 東南東―西北西 皿状形 20-32 9 暗褐灰色粘質シルト椅乱に切られ、SD-205・ 207.208を切る。

SD-221 2c区 東南東―西北西 皿状形 6 暗掲灰色粘質シルトSE-102に 切られる。

SD-222 lb区 東―西 皿状形 4 暗褐灰色粘質シルトSD-215と 切合う。

SD-223 2b匠【 北北東―南南西 皿状形 8 褐灰色粘質シルト SD 213に切 られる。

SD-224 lb。 2b区 南 北 皿状形 20-25 7 暗褐灰色粘質シルトSD-220と 切合う。
SD-225 lb区 南―】ヒ 皿状形 7 暗褐灰色粘質シルト

SD-226 2a区 東―西 半円形 暗褐灰色粘質シルト

SD-227 la・ 2a区 東―西 半円形 21″-25 13 暗褐灰色粘質シルトSD-201・ SP-225に tDら オtる。

SD-228 2a区 東―西 半円形 10´-12 暗褐灰色粘質シルト

SD-229 lb区 東―西 半円形 20´-28 6 暗褐灰色粘質シルトSD-230と し,考鈴う。

SD-230 lb区 東―西 半円形 22´ヤ30 暗褐灰色粘質シルト SD 229と 切合い、SE 1071こ切られる

SD-231 2a区 東―西 半円形 20´-25 11 暗褐灰色粘質シルトSD 232と 切合い、SE-1061こ切られる(

SD-232 2a区 東―西 半円形 40-45 暗褐灰色粘質シルトSI-201・ SD-2311こしDら オιる。

SD-233 2bE登 東南東―西北西 半円形 暗褐灰色粘質シルトSK-212・ SD-245と 切合う。

SD-234 2b匠至 東―西 半円形 27´ヤ40 10 暗褐灰色粘質シルトSK 210を 切り,SK 204・ SD 235と 切合う

SD-235 2b区 東南東―西北西 半円形 20´-27 7 暗褐灰色粘質シルトSK-204・ SD-231・ 237と 七刀イ手う。

SD-236 2b区 東南東―西北西 半円形 暗褐灰色粘質シルトSK-204・ SD-231と フ〕ィ針う。

SD-237 2b区 東南東―西北西 半円形 16々ヤ30 暗褐灰色粘質シルトSK-204と 切合う。

SD-238 2b区 東南東―西北西 半円形 20々-23 暗褐灰色粘質シルトSK-204と 切合う。

SD-239 2b区 東南東―西北西 半円形 暗褐灰色粘質シルトSK-204。 SD 205～ 207と 切合う。

SD-240 lb。 2b区 南 北 半円形 20″-34 7～ 10 暗褐灰色粘質シルトSK-207と うワ考鈴う。

SD-241 2b区 南 北 半円形 42-55 9～ 12 暗褐灰色粘質シルト

SD-242 2a区 南 北 半円形 17-24 5 暗褐灰色粘質シルト

SD-243 b区 北北東―南南西 半円形 24々▼30 5 暗褐灰色粘質シルトSK-212・ SD-233と 切合う。

SD-244 b区 南 北 皿状形 30-35 8 暗褐灰色粘質シルトSD 246～ 248と切合う。
SD-245 a区 南 北 皿状形 5 暗褐灰色粘質シルトSD-245と 切合い,SE 105に 切られる

SD-246 a区 東―西 半円形 6 暗褐灰色粘質シルトSD-245と 切合う。

SD-247 2b区 束―西 半円形 暗褐灰色粘質シルトSD-245と 切合う。

SD-248 lb・ 2b匠至 東一西 半円形 27々-30 暗褐灰色粘質シルト

-101-



4)遺構に伴わない出土遺物

基本層序の第 3。 4・ 第 6層 の土層内より古墳時代初頭～近世に至る遺物がコンテナにして

約 2箱分出土している。第 3層は近世に比定される遺物、第 4層 は古墳時代～中世に比定され

る遺物が出土している。が、ほとんどの遺物は摩減し、小片化したものである。量もごく少量

であった。器種がわかったものでは土師質の小皿・甕、瓦器の椀・青磁である。第 6層 は弥生

時代後期末から古墳時代前期に比定される遺物が出土している。器種がわかったものでは弥生

土器 (V様式)の甕、庄内式土器の壼・甕・高郭、布留式土器の奏などである。図示できたも

のは10点である。重 (12・ 13)・ 甕 (14)。 庄内式奏 (15～ 19)。 東海系 S字甕 (20)。 複合

口縁甕 (21)である。原田編年では、12が複合口縁壼 Bl、 14が甕 K、 15～ 19が甕 B、 20が奏

Nにそれぞれ該当するものである。

第 8図 遺構に伴わない出土遺物実測図
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東郷遺跡第40次調査 (T G93-40)

5)出土遺物観察表
SE-201

遺物番号
器  種
追構番号

径
高
口
器

量

ｃｍ

法
く

形態 と技法 と特徴 色 調 胎 上 焼成 備 考

と

(上師器 )

国径 口縁内部ヘラナデ、くびれ部内面ヘ

ラケズリ
淡橙灰色 3 mm以下の砂粒 (長

石)を多量に含む
良好 黒斑有 り

2 同上 体都径
底径

体部内面ハケナデ、外面ハケナデ後
ヘラミガキ

外

内
灰黒褐色

淡灰明茶色

3 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好 黒斑有 り

3 同上 底径  48 内面ヘラナデ、外面ナデ 外

内
暗灰茶色
灰茶色

4鰤以下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
含む

良好 黒斑有り

4 同上 底径 内面ナデ、外面ヘラミガキ 淡橙灰色 3 mm以下の砂粒 (長
石 雲母)を含む

良

5 同上 口径 回縁部内外面ヨヨナデ・接合痕、外
面タタキ (2本/cm)

淡灰茶色 3 mm以下の砂粒 (長
石)を多量に含む

良好

6 甕

(土師器 )

口径  144
器高  197
最大径  191

口縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面ヘ

ラナデ、外面 タタキ、内外面 に接合

痕が残る

淡茶灰色 6 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を合む

良好 煤付着

7 同上 口径   40 底部内面ナデ、外面タタキ後ナデ 灰黒褐色
淡灰明茶色1句

3 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

8 同上 底径   40 底部内面ヘ ラナデ、タト面 タタキ 外 明橙茶色～
乳灰茶色
内 明橙茶色

3 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

9 高杯
(土師器)

杯部径 210 杯部内外面ヨヨナデ後ヘラミガキ 乳茶灰色～灰茶
色

3 51un以 下の砂粒

(長石)を少量含む
良好

同上 脚部径 122 脚部内面ナデ、外面ヘラミガキ 淡黄茶灰色 4 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を少量含
む

良好

ユ] 同上 底径   90 脚部内面ハケナデ、外面ヘラナデ及
びナデ

茶灰色 3m以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

遺構に伴わない出土遺物 (第 6層 )

遺物番号
器  種
遺構番号

径
高
口
器

量

帥

法
く

形態と技法と特徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

(土師器 )

口径  202 口縁部摩耗のため調整不明、外面に
円形浮文

橙灰色 4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好 煤付着

13 同上 底径  90 内面ヘラナデ、外面ナデ 茶灰色 4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

14 甕
(上師器)

口径  108 回縁内外面ヨヨナデ、体部内面ヘラ
ケズリ、外面タタキ後ハケナデ

にぶい責色 4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

同 上 口径  176 口縁内外面ヨヨナデ、体部内面ヘラ
ケズリ、外面タタキ後ハケナデ

外
内
色

明褐灰色
にぶい黄橙

3 mm以下の砂粒 (長
石 角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

同上 口径  142 口縁内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ
ケズリ、外面タタキ後ハケナデ

色
色
白
責
灰
灰
外
内

4 mn以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

17 同上 口径  202 口縁内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ
ケズリ、外面タタキ後ハケナデ

外
色
内

にぶい赤褐

乳茶灰色

l nlH以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

同 上 口径  156 口縁内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ
ケズリ、外面ハケナデ

色
色
橙
白
淡
灰
外
内

2 mn以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

19 同上 国径  202 口縁内外面ヨコナデ・接合痕、体部
内面ヘラケズリ、外面タタキ後ハケ
ナデ

にぶい責褐色 4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石 雲母)
を多量に合む

良好

同上 口径   158 口縁内外面ヨコナデ、体部内面ハケ
ナデ、ヘラケズリ、ヘラ押さえ

外

内
明褐灰色
仄白色

3 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

同上 国径 152 口縁内面ヨヨナデ・ヘラナデ、外面
摩耗のため調整不明

乳橙灰色 4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

-103-



3.ま とめ

今回の調査地周辺の隣接地では数次にわたる発掘調査を実施しており、貴重な調査成果が得

られている。特に古墳時代前期 (庄内式～布留式古相)に比定される集落域の存在が確認され

ている。今回の調査地においては明瞭にわかる住居跡はなかったが集落に関連する井戸・小穴

など遺構が確認されており、調査地周辺は居住域としていたことが検出した遺構から明白であ

る。周辺の調査成果を踏まえて集落域を想定すると、第 7図に掲載した今回の調査区の立地は、

集落の中心部 (昭和56年度市教委の第8次)の西側にあり、集落の端にあたるものと思われる。

調査区の南側では既往調査で沼沢地として紹介している部分があり、居住域の外れと思われる。

最後に、長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置する東郷遺跡の南側には同一時期の集落

が確認されている中田遺跡・小阪合遺跡・成法寺遺跡などの遺跡が連なっており、古墳時代前

期の集落集団の構成を研究する上で、当遺跡の成果が重要な一資料 となるものである。

参考文献

○八尾市教育委員会「第8章東郷遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報』1983.3

0(財 )八尾市文化財調査研究会「Ⅲ東郷遺跡(第20次調査)」 『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和61年度』
(財 )八尾市文化財調査研究会報告13 1987

0(財 )八尾市文化財調査研究会「I東郷遺跡(第 11次～第16次 。第18次調査)」 F人尾市埋蔵文化財発掘調査報

告 昭和63年度』(財 )八尾市文化財調査研究会報告17 19893
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第 9図 古墳時代前期の集落遺構検出配置図
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第 1調査区全景 (南から)

第 2調査区全景 (南から)
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Xlll 東郷遺跡第41次調査 (T G93-41)



例

本書は、人尾市北本町 2丁目43-1の一部、43-3で実施した共同住宅建設に伴う発掘調

査の報告書である。

本書で報告する東郷遺跡第4ユ次調査 (T G93-41)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の指示書 (人教社文第53号 平成 5年 8月 11日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研

究会が嶋野興産株式会社から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 8月 30日 ～ 9月 6日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は約120m2で ぁる。なお、調査においては中谷嘉多・人田雅美 。西岡千恵子・市

森千恵子・島野鋼―が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡、図面レイアウト・ トレースー市森、遺物観察表―

西岡、遺物写真 。本文の執筆一高萩が担当した。
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東郷遺跡第41次調査 (T G93-41)

XllI 東郷遺跡第41次調査 (T G93-41)

1.は じめに

東郷遺跡は、現在の行政区画では人尾市本町 1・ 7丁日、北本町 2丁目、東本町 1～ 5丁目、

光町 1・ 2丁目、桜ケ丘 1～ 3丁目、荘内町 1・ 2丁目一帝に所在する弥生時代中期から鎌倉

時代にかけての複合遺跡である。地形的には旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれ

た沖積地上に位置する。

当遺跡の契機は昭和46年に東本町 2丁目 (光明寺付近)の道路敷下で行われた水道管埋設工

事の際に、奈良時代の墨書人面土器を出土したことから遺跡の存在が認識された。その後、近

鉄メJ毛駅移転に伴って実施された駅前の区画整理事業以後、駅前開発が急激に進みそれに伴う

発掘調査が数次にわたり実施された。その調査成果、弥生時代中期から中世に至る遺構 。遺物

が存在することが明らかになった。特に古墳時代前期の集落を研究する上で貴重な資料が得ら

れている。

―

―

第16次

影運 醤1轟

ベ

饂

0             1o

―第 1図 調査区位置図及び周辺図

甲 囮
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当遺跡の周辺には南東に小阪合遺跡、南西に成法寺遺跡、北西に宮町遺跡、北東に萱振遺跡

が存在している。発掘調査では当調査研究会が実施した第12次 (TG82-12)。 第25次 (TG87-

25)。 第34次 (TG90-34)。 第36次 (TG91-36)が今回の調査地周辺に隣接している (第 1図 )。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、事業者と人尾市教育委員会 。 (財)人尾市文

化財調査研究会との三者で協定書を締結して実施した。調査期間は平成 5年 8月 30日 ～9月 6

日である。調査面積は120m2を測る。今回の調査は、当遺跡で実施した第41次調査 (TG93-41)

である。調査地は当遺跡の西部にあたり、南西部へ約110mの ところに第34次調査地(TG90 34)

が位置する。この発掘調査では中世～近世の集落遺構を中心とした遺構が検出されている。

今回の調査区は建築予定の部分に幅 5m×長さ24mを 設定したが、北東部に現在使用してい

る下水管が走つており、その部分を避けた。それによつて縮小した面積を補うため、東側
へ拡

張した (第 2図 )。

掘削は現地表 (T.P。 キ8.Om)下 1.7m前後までを機械で行い、以下0.2～ 0.3mの土層につ

いては人力掘削を実施した。

調査にあたつては、調査区の西部に任意の基点を設定し、調査区の方向を合わせ、調査区全

体が把握できる範囲の10m四方角の区画を作成した。地区名については基点より南へ 5mの東

西線を数字の 1と し、西へ10mの南北線は北から南ヘアルフアベットの a～ cを付称した。交

差する北西側を優先して la～ lC区と呼称して調査を進めた (第 3図 )。

pL/

0         10m

―
第 2図 調査区設定図及び区割図

-114-



東郷遺跡第41次調査 (T G93-41)

2)基本層序                  8,Om

調査区の基本層序は、第 3図に示すとおりである。

第 1層 盛土及び攪乱 (層厚40～ 150cm)。 調査前は

東部が駐車場 。西部が建物跡である。西部

は建物の基礎により、現地地表下1.5m前  7.Om

後まで攪乱している。

第 2層 明茶灰色砂質土 (層厚20～40帥 )。

第 3層  暗灰色砂質土 (層厚10～ 20cm)。 近世以降

の耕作土と考えられる。          6.Om

第 4層 褐灰色砂質土 (層厚 5～ 10cm)。

第 5層 淡茶灰色微砂 (層厚10～ 25cm)。

1

2

8

lJ:ili::::i:|::::::i:i

12

中世末の

河川検出面

古墳時代後期の
遺構検出画

調査画

第 6層 淡灰茶色砂礫混 じり微砂 (層厚 10～ 20cm)。  1盛土及К婢胤碩厚40～ 150c→

鎌倉時代後期以降の1           2明
茶灰色砂質土帽厚20～ 411cn

可川跡が切 り込まれて 3暗灰色砂質土帽厚10～20cm)
4掲灰色砂質土(層厚 5～ 1 0cm)

い る。標 高 は6.8mを 測 る。        5淡 茶灰色微砂個 厚10～ 25cけ

6淡反茶色砂礫混じり微砂 (層厚10～ 211cm)
第 7層 褐灰色微砂 (層厚10～ 20cm)。        7褐 反色微砂幅厚10～ 20c→

第 8層 灰taJ色細砂混微砂 (層厚10～ 20cm)。    :綴 撰琶鋼を鍵 皆Ξ辱!♀,20cm)

第9層 灰茶色細砂(層厚5～ 15cm)。       |♀掻属量笹辱査ξ層督尻習:I!m拝暮暑訴婦の包含層
第10層  灰青色粘質土 (層厚20～ 30cm)。 酸化鉄 |:戻響琶尾瞥至暦旨士駐焉啄

20～30cn調査面

鵠色)の班̀
点
がみられる。   |:鱚長とお忠渥層二I岳桜」植雄体を含む

第11層 暗灰黒色粘質土 (層厚20～ 30cm)。 古墳時 第 3図 基本層序柱状図(S=1/40)

代前期の遺物包含層である。東側へ行くに従い層厚が薄くなっている。この上面よ

り古墳時代後期の遺構が切り込んでいるのが南西部の壁面でみられた。

第12層 青灰色～淡茶灰色シルト (層厚20～ 30cm)。 弥生時代後期末から古墳時代前期の遺

構面である。上面は標高5.9m前後を測る。当遺跡の中央部で検出されている遺構

面より20cm前後低いて

第13層 灰青色粘質土 (層厚10～ 20cm)。 植物遺体を少量含む(

第14層 灰青色シルト (層厚30～ 40cm)。 植物遺体を少量含む(

第15層  淡青灰色細砂 (層厚10cm以上)。 この層から激しく湧水があり、これより以下の土

層観察の掘削を断念した。

以上、調査区の基本層序である。なお、第13層 ～第15層 は、下層確認 トレンチで観察できた

土層である。

-115-



市教委
試掘孔

第 4図 遺構平面図
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東郷遺跡第41次調査 (T G93-41)

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表 (標高8.Om)下 2.Om前後の第12層上面から切り込む古墳時代前期に比定

される小穴 5個 (SP-1～ SP-5)を検出した。現地表下1.2m(標高6.8m)前後の第 6層上

面から切り込む鎌倉時代後期以降の河川 1条 (NR-1)を 検出した。以下、各遺構について記す。

/1ヽクく (SP)

SP-1～ SP-5

調査区東部で 5個 を検出した。平面形状は、円形及び楕円形である。検出した小穴は柱痕跡

はみられなかった。深くまで掘り込んでいる小穴は 1個だけで、その他は浅い。小穴の性格は

建物に関連する柱穴跡とは考えにくい。時期は、小穴の内部からごく少量の土器片や第11層が

古墳時代前期に比定される包含層であることから古墳時代前期の時期のものと思われる。以下、

各小穴については第 1表に掲載した。

第 1表 小穴 (SP)一覧表 *単位はcm

遺構番号 区 名 平面形 断面形 径 深 さ 堆 積 土 備 考

SP-1 2aじ登 円 形 半円形 45´ヤ48 暗灰褐色粘質土 土器片

SP-2 2aE至 楕円形 半円形 24´ヤ30 5 暗灰褐色粘質土

SP-3 2aじ至 楕円形 半円形 36´-50 5 暗灰褐色粘質土

SP-4 3aE至 楕円形 半円形 28-34 暗灰褐色粘質土

SP-5 3aD至 円 形 半円形 30-32 暗灰褐色粘質土 土器片

1可ナII(NR)

NR-1

調査区西部 (la区)で検出した。第 6層上面から切 り込みがみられる河川跡である。検出長

は約 5mを確認 した。方向は調査区内で南西―北東方向に走る。規模は西肩が西壁の調査区外

に至 り、明確な幅は不明であるが、調査区西壁で河川肩が上がっており、その状況から想定す

ると10m前後の川幅をもつものと思われる。深さは最深部で約90cmを 測 り、砂層を基調とした

堆積土である。上層は薄い粘質土層がサンド状にみられる細砂層で、下層は植物遺体を含む粘

質混細砂層である。遺物は、内部から古墳時代前期～鎌倉時代後期に比定される土師器・須恵

器・瓦器・瓦などの破片が出土している。コンテナ箱にして約 2箱分である。このうち図示で

きたものは鎌倉時代後期に比定される瓦器椀 (1～ 14)・ 九瓦 (15)・ 平瓦 (16～23)である。

瓦器は浅い椀形で底部高台が退化 している。これは瓦器の最終期にあたるもので、人尾の瓦器

編年 (註 1)ではⅥ～V期に比定されるものである。瓦は凹面に布目、凸面に縄目が残る。

註 1(財 )八尾市文化財調査研究会「1萱振A遺跡(第 1次調査)」 F八尾市埋蔵文化財発掘調査概要報告 昭
和61年度』 (財 )八尾市文化財調査研究会報告13
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1-2出 土遺物実測図
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東郷遺跡第41次調査 (T G93-41)
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4)遺構に伴わない出土遺物

第 4・ 5層 。第11層 で出土した。第 4・ 5層は鎌倉時代後期以降の遺物を含む土層で、ごく

少量の瓦器 41ヽ片が出土しただけである。第11層 は古墳時代前期の遺物包含層で、弥生時代後期

から古墳時代前期に比定される土器片がごく少量出土している。器種では壺・V様式甕・庄内

式甕・布留式甕である。図示できたものは 1点で、古墳時代初頭に比定される小型壺 (24)で

ある。

第 7図 第11層出土遺物
実測図
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東郷遺跡第41次調査 (T G93-41)

5)出土遺物観察表
遺物番号
図版番号

器  種
遺構番号

径
構
口
器
量

ｍ，
法
くｃ

形 態 と 技 法 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

1 椀
(瓦器)

NR-1

口径  124 口縁部外面ヨヨナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて濁巻き状ヘ

ラミガキ、格子ヘラミガキ。高台部外面
ナデ

短灰色 精良 (5 mmの 礫
1つ含む)

良好 1/4残存

2

図版三

同上

NR-1

径
高
口
器

口縁部外面ヨコナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、高台音b外面ナデ

短灰黒色～白灰色 4 mm以下の砂粒
を微量に含む

良好 完形

3

図版三

同上

NR-1

径
高
口
器
122
34
口縁部外面ヨヨナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、高台部外面ナデ

3 mm以下の砂粒
を微量に合む

良好 完形

4

図版三

同上

NR-1

径
高
口
器

口縁部外面ヨヨナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、高台部外面ナデ

黒灰色 ～白灰色 3 mm以下の砂粒
を微量に含む

良好 2/3残存

5

図版三

同上

NR-1

径
高
口
器

国縁都外面ヨヨナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて1局巻き状ヘ

ラミガキ、高台都外面ナデ

淡灰黒色 2m以下の砂粒
を微量に含む

良好 1/3残存

6

図版三

同上

NR-1

径
高
国
器

口縁部タト面ヨコナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて

'局

巻き状ヘ

ラミガキ、高台部外面ナデ

淡黄灰色 3 mm以下の砂粒
を微量に含む

良好 1/4残存

7

図版三

同上

NR-1

径
高
口
器

口縁部ケト面ヨコナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて

'働

巻き状ヘ

ラミガキ、高台部外面ナデ
色
外
灰
内

白灰色一淡黒

淡灰色

4 mm以下の砂粒
を微量に含む

良好 1/2残存

8 同上

NR-1

日径 口縁部クト面ヨコナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、高台部外面ナデ

外

内
黒灰色

淡灰責色

2 mm以下の砂粒
を微量に合む

良好 1/6残存

9

図版三

同上

NR-1

口径 国縁部タト面ヨヨナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、平行ヘラミガキ、高台郡外面
ナデ

淡黒灰色 4 mm以下の砂粒
を微量に含む

良好 1/3残存

同上

NR-1

口径 日縁部外面ヨコナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、高台部外面ナデ

外

内
淡黒灰色
淡灰黒色

精 良 良好 1/3残存

同上

NR-1

口径 132 口縁部外面ヨコナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから44k部 にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、高台都外面ナデ

淡黒灰色 4 mm以 下の砂粒

を微量 に合む

良好 2/3残存

同上

NR-1

口径 132 口縁部外面ヨコナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、高台部タト面ナデ

淡黒仄色 精良 良好 1/5残存

同上 径
高
口
器

口縁部外面ヨコナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、高台部外面ナデ

黒灰色 2 mm以下の砂粒
を微量に合む

良好 1/5残存

14

図版三

同上 径
高
口
器

日縁部外面ヨヨナデ、体部外面指頭圧痕、
内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ、高台都外面ナデ

外

内
淡黒灰色
灰白色

3 HH以下の砂粒
を微量に含む

良好 1/2残存

15

図版三
九瓦
NR-1

厚み 22 凹面布目、凸面縄目
色
色
灰
灰
茶
外
内

4m以下の砂粒
を多量に含む

良好

三

‐６
版図

同上
NR-1

厚み  17 凹面布 目、凸面縄 目 黒灰色 3 mm以下の砂粒
を多量に含む

良好

17

図版四
同上
NR-1

厚み 23 凹面布目、凸面縄日 暗灰色 3 mm以下の砂粒
を多量に合む

良好

18

図版四
同上
NR-1

厚み 14 凹面布日、凸面縄目 外

内
黒灰色

灰色

2 mnl以 下の砂粒
を多量に含む

良好

19

図版四
平瓦
NR-1

厚み  18 凹面布 日、凸面縄 目 色
色
灰
灰
黒
茶
外
内

4 mm以下の砂粒
を多量に含む

良好

20

図版四
同上
NR-1

厚み 11 凹面布目、凸面縄目 黒灰色 4 mm以下の砂粒
を多量に含む

良好

21

図版四

同上
NR-1

厚み 13 凹面布日、凸面縄目 暗灰色 密 良好

22

図版四
同上
NR-1

厚み  14 凹面布 目、凸面縄 目 暗灰色 密 良好

23

図版四

同上
NR-1

厚み 18 凹面布目、凸面縄目 茶灰色 3 mm以下の砂粒
を微量に含む

良好

24

図版四 (土師器)
包含層

底径  34 外面ヘラミガキ、底面ナデ、内面ナデ 淡灰責褐色 4 mnl以 下の砂粒
(長石角閃石雲
母)を少量含む

良好

-121-



3.ま とめ

今回の調査は当遺跡の東部に位置 し、調査地の周辺では発掘調査があまり実施されてない箇

所であつた。調査地の東側 (当遺跡中心)では数次にわたる発掘調査が実施され、弥生時代中

期～中世に至る遺構・遺物を多数検出している。特に古墳時代前期 (庄内式～布留式古相)の

集落構成を研究する上で貴重な資料が得られている。以下、検出した各時代について記す。

古墳時代前期

調査区では小穴を検出している。また調査区全面に古墳時代前期の遺物包含層が広がってい

ることが確認されており、調査地周辺にも集落が存在する可能性が考えられる。 しかし、調査

区では明確に住居域 と判断する遺構の検出は乏しく、集落域とは言い難い。今後、この周辺で

行われる調査成果に期待 したい。

鎌倉時代後期

近接の調査では当調査地の南へ約200mの地点で行われた第34次調査 (TG90 34)で 鎌倉時

代～近世に至る集落遣構が確認されているが、当調査地では河川跡のみであり、集落遺構に関

連する明確な遺構はなかった。が、河川内から瓦器・瓦片などの遺物が出土しており、近接に

は集落域が存在するであろう。

参考文献

○(財 )八尾市文化財調査研究会「第8章東郷遺跡」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報 1980・ 1981年度』

(財 )八尾市文化財調査研究会2 1983

0(財 )人尾市文化財調査研究会「東郷遺跡発掘調査概要報告」 F八尾市埋蔵文化財発掘調査概要報告 昭和
59年度』 (財 )八尾市文化財調査研究会6 1985

0(財 )八尾市文化財調査研究会「Ⅲ東郷遺跡(第 20次調査)」 F八尾市埋蔵文化財発掘調査概報 昭和61年度』
(財 )八尾市文化財調査研究会13 1987

0(財 )八尾市文化財調査研究会「8.東郷遺跡第35次調査(TG90 35)」 F平成 2年度(財 )八尾市文化財調査

研究会事業報告』1991
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束郷追跡第41次調査 (T G93-41)

調査区全景 (東から)

図
版

一

ウ韓４
・一注魅
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添
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小穴群 (西から)
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NR-1(西 から)

NR-1内 出遺物 (南から)
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東郷遺跡第41次調査 (T G93-41)

図
版
三

16

NR-1

- 125 -



- 9ZT ―

鰺



東郷遺跡第41次調査 (T G03T41)

図
版
五

NR……1  22・ 23

包含層 24
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� 東郷遺跡第43次調査 (T G93-43)



例

1.

本書は、人尾市荘内町 2丁目15。 16。 17・ 18で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報

告書である。

本書で報告する東郷遺跡第43次調査 (T G93-43)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (人教社文第70号 平成 5年 9月 17日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調査研

究会が中田健治氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 6年 1月 10日 ～ 1月 26日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は約306m2である。なお、調査においては人田雅美・島野銅― 。大見康裕 。今木

敏文 。松岡章雄が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子・

赤澤茂美・川上節子、遺物観察表―西岡、遺物写真―八田雅美、本文の執筆―高萩が担当

した。

1.
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� 東郷遺

東郷遺跡第43次調査 (T C93-43)

跡第43次調査 (T G93-43)

1, はじめに

東郷遺跡は、現在の行政区画では人尾市本町 。東本町 。光町 。桜ケ丘一帯に所在する弥生時

代中期から鎌倉時代にかけての複合遺跡である。地形的には旧大和川の主流であった長瀬川と

玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。

当遺跡の契機は昭和46年に東本町 2丁目 (光明寺付近)の道路敷下で行われた水道管埋設工

事の際に、奈良時代の墨書人面土器が出土したことから遺跡の存在が認識された。その後、近

鉄八尾駅移転に伴って実施された駅前の区画整理以後、駅前開発が急激に進みそれに伴う発掘

調査が多数実施された。その結果、弥生時代中期から中世に至る遺構・遺物が存在することが

明らかになった。特に古墳時代初頭～前期の集落を研究する上で貴重な資料が得られている。

饂

剛     [

巴壬Ⅲヨ世

調査区設定図及び周辺図
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当遺跡は弥生時代から近世にかけての複合遺跡が密集する中心にあたる。周辺には南東に小

阪合遺跡、南に成法寺遺跡、北西に宮町遺跡、北東に萱振遺跡が接している。今回の調査地は

当遺跡範囲内の東南部にあたり、この周辺では人尾市教育委員会が実施した第 3次 (TG81-3)

。第 4次 (TG81-4)。 第 5次 (TG81-5)、 当調査研究会が実施した第14次 (TG82-14)。 第15

次 (TG83 15)。 第17次 (TG85-17)・ 第18次調査 (TG88-26)が行われている (第 1図 )。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は荘内町 2丁目15～ 18の共同住宅建設に伴うもので、事業者と八尾市教育委

員会 。 (財)人尾市文化財調査研究会との三者で協定書を締結して実施した。調査期間は平成

5年 12月 13日 ～12月 27日 である。今回の調査地は当遺跡の南東部にあたり、当遺跡内で実施し

た第43次調査 (TG93 43)イ こなる。調査地周辺では第23次 (TG88-23)・ 第26次 (TG89-26)

。第39次 (TG92 39)。 第42次 (TG93-42)の調査が行われている。これらの発掘調査では古

9                   1ocnl

第 2図 調査区位置図及び区割り図
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東郷遺跡第43次調査(T G93-43)

墳時代初頭～前期に比定される集落遺構を中心とした遺構が検出されており、今回の調査地は

その東部の広がりを埋める調査である。

調査区は 3箇所で、中央部を第 1調査区 (縦25.5m× 10.Om=面積255.Om2)、 西部を第 2調

査区 (縦3.Om×横8.5m=面積25.5m2)、 東部を第 3調査区 (縦3.Om×横8.5m=面積25。 5m2)

とした (第 2図 )。 総調査面積は306ポ を測る。掘削は現地表下約0.2～ 0.5mまでを機械で行い、

以下0.1～ 0.6mの土層については人力掘削を実施した。

調査にあたっては、調査地北東部の土地境界杭を基点にして調査区全体が把握できる範囲に

5m四方角の区画を作成した。地区名については基点より西へ25mの南北線から東ヘアルファ

ベットの a～ gを付し、基点より西25m、 南 5mの東西線から南へ数字の 1～ 6を付けた。区

名は交差する北西側を優先してla～ 6g区と呼称して調査を進めた (第 2図 )。

2)基本層序

調査区の基本層序は、

第 1層 耕土 (層厚01

が標高8.Om、

第 3図に示すとおりである。

1～ 0.2m)。 現在までの耕作としていた土層である。現地表面は北部

南部が7.7mで ある。さらに東部の道路面は標高8。 4mを測る。

8.Om

7.Om

6.Om

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

耕土

暗掲色シルト

明茶反色シルト

淡反掲色微砂

反茶色粘質土

明葉灰色粘質土

暗青反色粘土

A灰色細砂混微砂
B乳反茶色粘質土
C暗茶反色砂礫混粘質シルト

第 3図 基本層序柱状図
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第 2層  暗褐色シルト (層厚 0～ 50cm)。 中世の包含層である。第 1調査区の北部では整地

されたものと思われ、まわりよリー段高く、厚く堆積している。

第 3層  明茶灰色微砂 (層厚60cm)。 古墳時代から中世の遺構検出面である。この面を調査

面とした。標高は7.5～ 7.6mを測り、北部がやや高い。

第 4層 淡灰褐色微砂 (層厚20cm)。 古墳時代前期以前に堆積した洪水層である。

第 5層 灰茶色粘質土 (層厚10cm)。 柔らかく粘着のある土層で、少量の炭化物が含まれて

いる。

第 6層 明茶仄色粘質土 (層厚15cm)。 酸化鉄の斑点がある。古墳時代前期の包含層である。

第 7層 暗青灰色粘土 (層厚60cm以上)。 無遺物層で、粘性の強い粘土である。

A層 灰色細砂混微砂。第 2調査区で確認された層である。近世以降に小規模な洪水層で

堆積した土層と思われる。

B層 乳灰茶色粘質土。調査区南部でみられた中世ごろの耕作土である。

C層 暗茶灰色砂礫混粘質シルト。第 3調査区で確認された古墳時代後期の遺構の堆積土

である。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、第 1調査区では現地表下0.2mの第 2層上面 (標高7.8m)か ら切り込む近世以

降に比定される溝 1条 (SD-1)・ 根石 1個 (SP-1)を検出した (第 1調査面)。 第 3層上

面 (標高7.5～ 7.6m)よ り古墳時代前期に比定される土器棺墓 2基 (土器棺 1・ 土器棺 2)、

奈良時代から近世に比定される井戸 1基 (SE-1)。 土坑 2基 (SK-1・ SK-2)。 小穴

57個 (SP-2～ SP-58)・ 溝29条 (SD-2～ SD-29)を 検出した (第 2調査面)。 第 2

調査区では第 3層上面 (標高7.5m)よ り小穴 1個 (SP-59)・ 落込み 2ヶ所 (SO-1・ S

O-2)・ 溝 4条 (SD-30～ SD-33)を 検出した。第 3調査区では第 3層上面 (標高7.5m)

より土坑 1基 (SK-2)。 月ヽ穴 5個 (SP-60～ SP-64)。 溝 4条 (SD-34～ SD-36

)を検出した。これら各調査区で検出した遣構の時期は古墳時代前期から近世に至るものであ

る。出土遺物は、遺構・整地層・包含層内からコンテナ箱にして 8箱分を数える。以下、各調

査区ごとに各遺構について記す。なお、遺構香号については、第 2層上面 。第 3層上面から検

出した遺構、各調査区で検出した遺構は、遺構・時期に関係なく遺構種別に通し番号を付して

いる。
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東郷遺跡第43次調査 (T G93-43)
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第 4図 第 1調査区遺構平面図
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東郷遺跡第43次調査 (T G93-43)

◆第1調査区

(第 1調査面)(第 4図 )

溝 (SD)

SD-1

調査区北部 (1。 2a区)で検出した東―西方向に伸びる溝で、検出長約10m、 幅1.lm以上、

深さ0.6cmを 測る。南肩は緩やかな S字状に傾斜 し、北肩は調査区外で不明である。堆積土は

淡橙灰色砂質土である。遺物は出土しなかったが、層位からみて江戸時代以降と思われる。

/1ヽ穴 (SP)

SP-1

調査区北部 (2d区)で検出した。調査では掘形の輪郭を確認することができなかったが、

第 3層の整地層から掘 り込まれたものと思われる礎石が、約20cm掘 り下げた所からみつかった。

礎石は平面隅九方形で上部はやや平らになっている。大きさは長辺62cm、 短辺56cm、 厚さ約25

cmを測る。この礎石は調査区内で 1つ しか見つからなかったことから大黒柱の部分に使用した

ものと思われる。

(第 2調査面〉

土器構墓 (土器相)

土器棺 1

調査区中央東寄 り (4d区 )で、上部

が鎌倉時代後期以降の耕作溝 (SD-18

・ SD-19)に より上部が肖U平 された状

態で検出した土器 (壺)棺墓である (第

5図 )。 棺は布留式新相に比定される大

形の複合口縁重 (1)を使用している。

壺は日縁部分を棺蓋、胴体部分を棺身に

三分し、棺口を北側に向け、棺底をやや

斜め下に向けて葬っていたと考えられる。

構を埋設した掘り形は上部が削平されて

おり、確認できなかった。検出規模は長

径70cm、 短径60cmを測る。また、内部埋

土から埋葬者の遺骸や副葬品はなかった。

埋葬者の特定はできないがおそらく幼児

ないしは子供を埋葬したものと思われる。

プ

ヒ_                 50cm

第 6図 土器棺 1平面図
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第 7図 土器棺 1実測図

第 8図 土器棺 2平断面図
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東郷遺跡第43次調査 (T G93-43)

土器棺 2

調査区中央東隅 (4d区)で、

上部が後世により削平された状

態で検出した。土器 (重)棺は布

留式新相に比定される壷で、日

縁部を取り除き体部のみのした

2個体の壼を合わせて葬つてい

た。 2は格蓋、 3は棺身と考え

られる。土器構を埋設した掘り

形は上部が削平されており、確

認できなかったが、検出した時

点の規模は長径40cm、 短径30cm

を測り、ほぼ棺の大きさとおな

じくらいの掘り形と考えられる。

また、内部埋土から埋葬者や

副葬品と思われるものはなかっ

たが、大きさから想定して乳児

を埋葬したものと思われる。

井戸 (SE)

SE-1 第 9図 土器相 2実測図

調査区中央 (4d区)で検出した。 SD-15を 切っている。平面形状は円形を呈する。規模

は径 110cm、 深さ66cm以上を測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は茶灰色シル トと青灰色粘

質上のブロックである。遺物は出土しなかった。時期は鎌倉時代以降のものと考えられる。

土坑 (SK)

SK-1

調査区 (2d区)で検出した。 SP-24を 切られる。平面形状は方形を呈する。規模は長辺

312cm、 短辺244cm、 深さ10～ 14cmを測る。断面は浅い皿状形を呈する。堆積土は茶灰褐色シル

トである。遺物は内部から古墳時代前期から奈良時代に比定される土器の小片がごく少量出土

している。

/1ヽ穴 (SP)

SP-2～ SP-58

調査区で57個 を検出した。大半は調査区北部の整地して盛 り上げた土層下からである。平面

甥

Ⅷ
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第 1表 第 1調査区第 2調査面小穴 (SP)一覧表 *単位はcm

遣構番号 区名 平面形 断面形 径 衆さ 推 積 上 備  考

SP-02 lc区 暗灰褐色粘質シル ト 北部は調査区外。

SP-03 2c区 精円形 逆台形 43´-54 8 暗褐灰色粘質シルト SD-5を 切る。
SP-04 2c区 円 形 逆台形 灰茶色粘質シル ト SD-6を 切る。
SP-05 ld区 逆台形 暗灰褐色粘質シルト 柱痕跡有り。北部は調査区外。

SP-06 2d[至 長方形 逆台形 44´-75 暗灰褐色粘質シルト 柱戻有 り。

SP-07 1,2d区 円 形 逆台形 6 暗灰褐色粘質シル ト

SP-08 d区 逆台形 暗灰褐色粘質シルト 北部は調査区外。

SP-09 d区 逆台形 灰褐色粘質シルト 北部は調査区外。

SP-10 1・ 2d区 方 形 逆台形 灰褐色粘質シル ト

SP d区 逆台形 暗灰褐色粘質シルト 北部は調査区外。

SP― 2 ld・ e区 逆台形 灰褐色粘質シル ト 北部は調査区外。

SP 1・ 2d区 方 形 逆台形 86´ヤ93 13 灰褐色粘質シルト
SP 2e区 長方形 逆台形 40～ 暗褐灰色粘質シルト SP-15。 SD-7を 切る。
SP-15 2doe区 方  形 逆台形 60々マ72 陪灰楊■粘管シル ト SP-16を切り、 SP-14に切られる。

SP-16 2d・ e区 逆台形 76～ 102 ll 灰褐色粘質シルト SP-15に 切られる。

SP-17 2dEE 円 形 逆台形 灰茶色粘質シル ト

SP-18 2c・ d区 逆台形 灰茶色粘質シル ト SD-2に 切られる。
SP-19 2d区 方 形 逆台形 65-86 暗灰褐色粘質シルト

SP-20 2c区 円 形 逆台形 42´中53 17 暗灰褐色粘質シルト SE-105に切られる。

S P -21 2c・ d区 楕円形 逆台形 暗灰褐色濫質シルト SP-22を 切る。

SP-22 2dE至 方  形 逆台形 灰掲色粘質シルト SP-21に 切られる。

SP-23 2d区 円 形 逆台形 暗灰褐色粘質シルト

SP-24 2d区 方 形 逆台形 76´-78 灰褐色粘質シルト SP-1に 切られ、SK-1を切る。柱痕有り。

SP-25 2d匠こ 円 形 逆台形 暗灰褐色粘質シル ト

SP-26 2d・ e区 方 形 逆台形 暗灰褐色粘質シルト SP-28を切り、SP-27と 切り合う。

SP-28 2d区 円形 ? 逆台形 46´ヤ84 灰褐色粘質シルト SP-26に 切られる。

SP-29 2d区 楕円形 逆台形 214-33 灰茶色粘質シルト

SP-30 3d区 円 形 逆台形 暗灰褐色粘質シルト

SP-31 2・ 3・ d・ e 方 形 逆台形 75々ヤ86 灰褐色粘質シルト 柱根残存。

SP-32 区 方 形 逆台形 72´-76 淡茶灰色シル ト

SP-33 2・ 3c区 方 形 逆台形 8 灰茶色シルト SP-34を 切る。

SP-34 3c区 方形 ? 逆台形 9 灰褐色粘質シル ト SP-33に 切られる。

SP-35 3c区 方  形 逆台形 70～ 102 陪灰楊■粘管シルト SD-2を 切る。柱根残存。
SP-36 3c区 円 形 逆台形 30々ヤ37 7 灰茶色粘質シルト SD-2を 切る。
SP-37 3c区 方 形 逆台形 76´ヤ88 暗灰褐色粘質シル ト SP-38・ 39を切る。

SP-38 3c・ d区 方 形 逆台形 灰褐色粘質シルト SP-39を切り、SP-38に切られる。

SP-39 3c区 円 形 逆台形 14 灰褐色粘質シルト SP-37・ 38に切られる。

SP-40 3c・ d区 長方形 逆台形 40´ヤ138 暗灰褐色粘質シルト

SP-41 3c・ d区 方 形 逆台形 68-92 暗灰褐色粘質シルト SD-12を 切る。根石有り。

SP-42 3d区 円 形 逆台形 21´-38 灰茶色シルト

S P -43 3e区 長方形 逆台形 26-48 10 暗灰褐色粘質シルト

S P -44 3d区 楕円形 逆台形 55´ヤ64 暗灰掲色粘質シルト 根石有 り。

SP-45 3d・ e区 円 形 逆台形 48～ 50 暗灰褐色粘質シルト

SP-46 3c・ d区 円 形 逆台形 70-74 灰褐色粘質シルト

SP-47 3d[至 円 形 半円形 暗灰掲色粘質シルト

SP-48 3・ 4'd・ e区 方 形 逆台形 86´-100 暗灰褐色粘質シルト SD-14・ 15に切られる。根石有り。

SP-49 4d区 円 形 逆台形 62々▼70 灰褐色粘質シルト SD-15に 切られる。

SP-50 4c区 方形 ? 逆台形 暗灰褐色粘質シルト SD-17に 切られる。

SP-51 4d区 楕円形 逆台形 37々▼53 暗灰褐色粘質シル ト SD-25に 切られる。

SP-52 5d区 方 形 逆台形 30-80 暗灰褐色粘質シルト SD-25に 切られる。

SP-53 5c区 円 形 半円形 6 灰褐色粘質シルト SD-2を 切る。
SP-54 5d区 円 形 逆台形 26´-34 暗灰褐色粘質シルト

SP-55 5dEE 円 形 半円形 5 暗灰褐色粘質シルト

SP-56 5d区 楕円形 逆台形 32-47 暗灰褐色粘質シルト 柱痕有り。

SP-57 6d区 楕円形 半円形 26-48 8 灰褐色粘質シルト

SP-58 3d[至 逆台形 暗灰褐色粘質シルト
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第10図 柱根実測図
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形状には、円形・楕円形・方形のものがみられるが、掘形の大きいもの (平均約70cm)が方形で、

小さいもの (平均約35cm)が円形ないしは楕円形に分けることができる。また、大きい小穴には

柱痕跡や根石がみられるものがある。さらにその中には柱根が残存するものもあった。柱根は

径約25cmを測る大きなものである (第 6図の柱根実測図は4が SP-14・ 5が SP-21)。 こ

れらの小穴は比較的規模の大きい建物の柱跡と思われる。しかし、調査範囲の制約があり、規

則的な配列をもつ建物跡は調査区内では確認できなかった。数力所、直線的に並ぶ柱穴跡を確

認されただけである。

小穴の時期であるが、小穴内部からごく少量出土した土器の小片、埋土の違いや切り合い関

係から若千の時期差がみられるが、周辺の遺構の状況などから判断して鎌倉時代後期の範疇入

るものと思われる。以下、各小穴については第 1表に掲載した。

溝 (SD)

SD-2～ SD-29

調査区内で28条を検出した。方向は東―西方向のもの26条、南―北方向のもの 2条である。

これらの溝はそれぞれ切り合い関係がある。SD-10～ SD-29は ほとんどが明瞭な切り合い

第 2表 第 1調査区第 2調査面清 (SD)一覧表                 *単 位はcm

遺構番号 区  名 方  向 断面形 幅 深 さ IL積土 備 考

SD-01 卜2c・ d区 東―西 乳灰茶色粘質シルト

SD-02 1～ 6c区 南 ―北 半円形 46～ 12( 10～20 掲仄色粘質シルト SD-3～ 6・ 9を切り、 SD-8・ 10。 15。 18・ 25・ 27・

28に切られる。

SD-03 1・ 2c区 東―西 半円形 35-ヤ 76 8～ 10 暗仄褐色粘シルト SD-2に 切られ、SD-4を 切る。
SD-04 卜2c区 南 一北 半円形 26～ 32 6～ 8 仄褐色粘質ンルト SD-2・ 3に切られ、SD5・ 6を切る。
SD-05 2c区 東―西 皿状形 20～ 22 5 茶仄色シルト SP-3・ SD-2・ 4に切られる。
SD-06 2c区 東 ―西 皿】夫形 6 茶灰色シルト SP-4・ SD-2・ 4に切られる。
SD-07 1・ 2e区 南 ―北 半円形 仄茶色シルト SD-14に切られる。
SD-08 3c区 東一西 半円形 20～ 37 8 乳灰茶色粘質シルト SD-2を 切る。
SD-09 3c・ d区 東 ―西 皿状 形 40～ 74 5～ 9 乳仄茶色粘質シルト SD-2に 切られる。
SD― 0 3c区 東―西 半円形 暗仄掲色粘質シルト SD-2を切る。
SD― 3c区 東―西 皿状形 4 乳仄茶色粘質シルト SD-10と 切 り合う。
SD一 2 3d・ e区 東 ―西 皿状形 15～ 17 4 暗灰褐色粘質シルト SP-41に切られる。
SD― 3 3d・ e区 東―西 皿状形 5 淡灰掲色粘質シルト

SD― 4 3d・ e区 束―西 皿状形 5 乳灰茶色粘質シルト SP-48を 切る。二股に分かれている。
SD― 4c～ e区 束―西 皿状 形 88～ 140 3～ 6 乳仄茶色粘質シルト SP 48・ 49SD 2を 切る。SE llこ 切られる。

SD― 6 4c区 東―西 皿状形 3 乳仄茶色粘質シルト

SD― 7 4c区 東一西 皿状形 4 乳仄茶色粘質シルト SP-50を切る。
SD― 8 4c'd区 東一西 皿状形 22～ 34 7 乳仄茶色粘質シルト SD-2を切る。SP-19と 切り合う。
SD― 9 4d区 東 ―西 皿状形 10～ 18 8 乳灰茶色粘質シルト SP-18・ 20と切り合う。
SD-20 4d区 東一西 皿状形 8～ 15 5 乳仄茶色粘質シルト SP-19と 切り合う。
SD-21 4c・ d区 東―西 皿状形 12～ 16 4 乳仄茶色粘質シルト

SD-22 4d区 東一西 皿状形 20～ 58 9 乳仄茶色粘質シルト

SD-23 4d区 東―西 半円形 26～ 46 4 乳灰茶色粘質シルト

SD-24 4d・ e区 東―西 皿状形 26～ 34 7 乳仄茶色粘質シルト

SD-25 4・ 5c～ e区 東―酉 半円形 66～ 190 8～ 12 乳仄茶色粘質シルト SP-51・ 52・ SD-2を 切る。
SD-26 5d区 東―西 llll】夫形 5 乳仄茶色粘質シルト

SD-27 5c・ d区 東 一西 llll】夫形 30～ 38 3～ 5 乳灰茶色粘質シルト SD-2を切る。
SD-28 6c・ d区 東一西 皿】夫形 34～ 46 4～ 6 乳仄茶色粘質シルト

SD-29 6c・ d区 東 ―西 半円形 22～ 37 8 乳灰茶色粘質シルト
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の判断がつきにくい状態であった。このことはそれぞれの溝はあまり時期差がないものと考え

られる。規模は幅15～ 190cm、 深さ3～ 12cmを測る小規模な溝である。断面形は浅い半円形を

呈する。堆積土は褐灰色粘質シルトまたは暗褐灰色粘質シルトである。遺物は鎌倉時代後期に

比定される土器の小片がごく少量出土している。これらの溝の性格を考えると、SD-2～ S

D-9は住居跡に関連する排水溝・雨水溝などで、SD-10～ SD-29は おそらく耕作に関連

する鋤溝・畝溝などであろう。以下、各溝については第 2表に掲載した。

◆第2調査区

/1ヽクく (SP)

SP-59

調査区 (5b区 )で検出した。 SD-33に 切

られる。平面形状は方形を呈する。規模は長辺

37cm、 短辺35cm、 深さ14cmを測る。断面は浅い

逆台形を呈する。堆積土は乳灰茶色粘質土であ

る。遺物は出土しなかった。

落込み (SO)

SO-1

調査区 (4a区 )で検出した。SD-31を切り、

SO-2・ SD-30と切り合う。北西部は調査

区外に至る。規模は検出部で、東西1.lm以上、

南北1.6m以上、深さ20cmを 測る。断面は北西

部へ緩やかに落ち込んでいる。堆積土は乳灰茶

|

第11図 第 2調査区遺構平面図

色粘質土である。遺物は内部から土師器の小片が少量出土している。時期は鎌倉時代後期と思

われる。

SO-2

調査区 (2d区 )で検出した。 SD-31・ SD-32を 切 り、SO-1と 切 り合う。西部は調

査区外に至り、平面の形状は不明である。規模は検出部で、東西2.lm、 南北6,7mを測る。底

面は平坦で深さ12m前後である。堆積土は乳灰茶色粘質上である。遺物は内部から鎌倉時代後

期に比定される土器の小片がごく少量出土している。

SD-32

SD-33

SP-59
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溝 (SD)

SD-30

調査区北部 (4a・ b区 )で検出した東―西方向に伸びる溝で、西部はSO-1と 切 り合い、

東部は調査区外に至る。検出長2.2m、 幅18～ 38cm、 深さ 4 cmを 測る。断面は皿状形を呈する。

堆積土は乳灰茶色粘質土である。遺物は出土 しなかったが、SO-1と 切 り合いことから鎌倉

時代後期ごろの耕作溝と思われる。

SD-31

調査区北部 (4a区)で検出した東―西方向に伸びる溝で、西部はSO-1と 切 り合い、東部

は途切れている。規模は検出長1.Om、 幅14cm、 深さ 9 cmを 測る。堆積土は乳灰茶色粘質上で

ある。遺物は出土 しなかったが、 SO-1と 切 り合いことから鎌倉時代後期ごろの耕作溝と思

われる。

SD-32

調査区中央付近 (5a区)で検出した東―西方向に伸びる溝で、西部はSO-1に 切られ、東

部は途切れている。規模は検出長0.8m、 幅28cm、 深さ 5 cmを 測る。堆積土は褐灰色粘質シル

トである。遺物は出土しなかった。

SD-33

調査区南東部 (5b区 )で検出した北北東―南南西方向に伸びる溝で、南・北 。東は調査区

外に至る。規模は検出長3.4m、 幅90cm、 深さ 7 cmを測る。断面は浅い皿状形を呈する。堆積

土は乳灰茶色粘質土である。遺物は出土 しなかったが、 SO-1な どと同一層から鎌倉時代後

期ごろの耕作溝と思われる。

◆第 3調査区

土坑 (SK)

SK-2

調査区南部 (5f区)で検出した。 SD-36。 SD-37を 切 り、 SD-35に 切られる。規模は

検出部で、東西1.4m、 南北1.lm、 深さ16cmを 測る。断面は浅い皿状形を呈する。堆積土は灰

茶色粘質土である。遺物は、内部から古墳時代後期から奈良時代に比定される土器の小片がご

く少量出土 している。

/1ヽ穴 (SP)

SP-60～ SP-64

調査区で 5個 を検出した。平面形状には円形・楕円形・方形のものがあり、大きいものが方

形、小さいものが円形ないしは楕円形に分けることができる。これらは第 1調査区で検出した
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小穴と同一のものと考えられる建物に関連する柱穴跡である。しかし、第 1調査区同様、調査

範囲の制約があり、調査区内での規則的な配列をもつものは確認できなかった。小穴の時期は、

鎌倉時代の範疇入るものと思われる。以下、各小穴については第 4表に掲載した。

第 3表 第 3調査区可ヽ穴 (SP)一覧表 *単位はcm

選構番号 区 名 平面形 断面形 径 深 さ 堆 積 土 備  考
SP-60 4f区 逆台形 暗灰褐色粘質シルト 北部は調査区外。

SP-61 4f区 方  形 逆台形 75´-85 暗灰褐色粘質シルト

SP-62 4g区 円 形 逆台形 暗褐灰色粘質シルト

SP-63 4g区 円 形 逆台形 暗灰褐色粘質シルト

SP-64 5f区 円 形 逆台形 暗灰褐色粘質シル ト

溝 (SD)

SD-34

調査区中央部 (5f・ g区)で検出した東―西方向に

伸びる溝で、SD-37を切っている。規模は検出長

3.Om、 幅45～ 58cm、 深さ25cmを 測る。断面は皿状

形を呈する。堆積土は褐灰色粘質シルトである。遺

物は、内部から鎌倉時代後期に比定される土器の小

片がごく少量出土している。

SD-35

調査区南部 (5f・ g区)で検出した東北東―西南西

方向に伸びる溝で、SK-2・ SD-37を切ってい

る。規模は検出長3.Om、 幅40～ 55c7m、深さ14cmを 測

る。断面は皿状形を呈する。堆積土は灰褐色粘質シ

ルトである。遺物は、内部から鎌倉時代後期に比定

される土器の小片がごく少量出土している。

SD-36

調査区南部 (5f区)で検出した東―西方向に伸び

る溝で、SD-37を切り、SK-2に 切られる。南

部は調査区外に至る。規模は検出長0。 7m、 幅24～ 30

4-――

Ｌ

・
SD-36 +

第12図 第 3調査区遺構平面図

cm、 深さ1lcmを測る。断面は皿状形を呈する。堆積土は暗褐灰色粘質シルトである。遺物は内

部から土師器の小片がごく少量出土している。

SD-37

調査区南部 (4・ 5f・ g区)で検出した溝で、SK-1・ SP-62～ SP-64。 SD-34～ SD―

-143-



36に切られる。方向は南西から北東へ伸びた後、北へ伸びる。規模は検出長約8.Om、 幅5.Om

前後、深さ35～40cmを波1る。断面は半円形を呈する。堆積土は暗褐灰色粘質シルトである。遺

物は、内部から古墳時代前期から余良時代に比定される土器の小片が少量出土している。図示

できたものは古墳時代中期に比定される土師器の奏 (6～ 8)・ 鉢 (9)。 高杯 (10)、 須恵器の郭身

(14)・ 高杯 (15)。 甕 (16)、 奈良時代に比定される土師器のイ (1卜 12)、 須恵器の蓋 (13)である。

正≡≡三≡≡土___三 二蛍,13

第13図 SD-37出土遺物実測図

4)遺構に伴わない出土遺物

第 1調査区～第 3調査区の第 2層からコンテナ箱にして約 3箱出土した。時期は古墳時代前

期～中世に至るもので、主に古墳時代中期から奈良時代 。鎌倉時代のもので、細片化した土器

類が多く出土した。図示できたものについて記す。第 1調査区では古墳時代中期に比定される

土師器の奏 (17)。 甕か甑の取手 (18)、 製塩土器 (20)、 須恵器の杯身 (21)・ 甦 (22)・ 奏

(23)、 平安時代後期に比定される土師器の小皿 (24)、 平安時代後期～鎌倉時代の瓦 (25～ 23)、

時期不明の砥石 (29)。 第 3調査区では古墳時代前期の庄内式甕 (30)・ 布留式奏 (31)・ 器

台 (32)、 古墳時代中期に比定される須恵器の杯身 (33・ 34)、 時期不明の砥石 (35)である。
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東郷遺跡第43次調査 (T G93-43)

5)出土遺物観察表
過物番号
図版番号

器  種
遺構番号

径
構
口
器
畳

ｍ，
法
に 形 態 と 技 法 と 特 徴 色   調 胎   上 焼成 備 考

1

(上師器)
土師棺 1

体部径 478 体部外面ハケナデ、内面ハケナデ・
指ナデ

淡灰茶色 8 mm以下の砂粒 (長
石・石英・チャー

ト・雲母)を少量含
む

良好

2 同上

土師構 2

外面ヘラミガキ、内面ハケナデ 淡茶灰色 6 mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
多量に含む

良好

3 同上

土師棺 2

体部径 310 体部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内
面ハケナデ、底部外面ヘラケズリ

淡灰橙色 5 mln以 下の砂粒 (長
石・チャート・婁母)
を多量に含む

良好 黒斑有り

4 柱恨
(木製品)
SP-14

残存長 612
径   165

5 同上

SP-21

残存長 602
径   207

6 養
(土師器)
SD-37

口径  160 口縁都外面ヘラナデ、内面ハケナデ、
体部内外面ハケナデ

茶灰色 3 mm以下の砂粒 (長
石)を含む

良好

7 同上
SD-37

口径   236 口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部内外面ハケナデ

淡橙灰色 2 1nm以 下の砂粒 (雲
母)を少量含む

良好

8 同上

SD-37

口径  164 口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハ
ケナデ・接合痕、内面ヘラナデ・接
合痕

暗茶灰色 3 mm以下の砂粒 (長
石・赤掲色酸化粒)
を含む

良好

9 鉢
(上師器)
SD-37

口径  170 口縁部外面ヨコナデ、内面ヘラミガ
キ、体部外面ヘラナデ、内面ヘラミ
ガキ

淡灰橙色 3 mnl以 下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒)
を少量含む

良好

同高杯
(土師器)
SD-37

杯部径 15J 杯部内外面ハケナデ 茶灰色 2 mln以 下の砂粒 (長
石・雲母)を含む

良好 黒斑有り

杯
(上師器)
SD-37

口径 日縁部内外面ナデ 乳灰茶色～明茶
黄色
内 乳黒灰色

l mm以下の砂粒を微
量に含む

良好

同上

SD-37

口径 2 口縁部内外面ヨコナデ、外面ナデ・

指押さえ、内面ナデ

外

内
明茶灰色
淡灰茶色

l mm以下の砂粒を微
量に含む

良好

鳩鰯ＳＤ・３

口径 口縁部内外面回転ナデ、天丼部外面
回転ヘラケズリ

淡灰色 2 mm以下の砂粒微量
に含む

良好

聘鶴ＳＤ・３

口径
受部径

日縁部内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラケズリ

淡青灰色 2 mm以下の砂粒微量
に含む

良好

15 高杯
(須恵器)
SD-37

口径
受部径

杯部内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラケズリ、脚部四方孔有り

淡青灰色 3 mm以下の砂粒を少
量含む

良好

甕
(須恵器)
SD-37

口径  180 口縁部内外面回転ナデ 淡青灰色 密 良好

17 甕
(土師器)
包含層

口径   174 口縁部内外面ヨコナデ 淡灰色 l mm以下の砂粒を含
む

良好

同上

包合層

内外ナデ 乳橙灰色 1 5mm以 下の砂粒
(長石・赤褐色酸化
粒)を多量に含む

良好

奏
(須恵器)
包含層

口径  262 内外面回転ナデ 乳青灰色 3 mm以下の砂粒を微
量に含む

良好

製塩土器

包含層

径
高
口
器

外面タタキヨヨナデ、内面ヘラナデ 淡茶灰色～淡橙
灰色

3 mm以下の砂粒を多
量に含む

良好

21

図版五

杯身
(須恵器)
包合層

径
径
部
口
受

杯部内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラケズリ

淡青灰色 2 mm以下の砂粒を少
量含む

良好

退

(須恵器 )

包含層

体部径 106 体部外面回転かき目・平行タタキ・
櫛描文、内面回転ナデ

淡青灰色 3 mm以下の砂粒を微
量に含む

良好
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過物番号
図版番号

器  種
進構番号

径
構
口
器
量
ｎ
法
佳 形 態 と 技 法 と 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

甕
(須恵器)
包含屠

口径   160 口縁部内外面回転ナデ、体部外面平
行タタキ、内面同心円タタキ

淡青灰色 2 mm以下の砂粒を少
量含む

良好

24 小皿

(上師器)
包含層

口径

器高

口縁部内外面ヨヨナデ '体部内外面
ナデ 一

色

色

茶

茶

色

棘
棘
絡灰
外
内
端

l mm以下の砂粒 (長
石)を微量に合む

良好

瓶碑
厚み  21 外面布日、内面縄目 淡黄仄褐色 4nm以下の砂粒を少

量含む
良好

同上
包含層

厚み  23 外面布 目、内面縄 目 外

内
明灰掲色
淡橙茶灰色

6 Hln以下の砂粒を多
量に含む

良好

同上

包含層

厚み  20 外面布日、内面縄目 白灰色 4m以下の砂粒を微
量に含む

良好

同上
包合層

厚み  14 外面布日、内面縄目 淡灰色 2 nln以 下の砂粒を多
量に含む

良好

砥石

(石製品 )

包含層

軸
軸

み

長
短
厚

132
86
38

研磨面 2面 暗青灰色

甕
(土師器)
包含層

口径  122 口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ハ
ケナデ

乳灰橙色 2 ulm以 下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒)
を多量に合む

良好

同上

包含層

口径   124 口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘ
ラケズリ

乳灰茶色 5 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
含む

良好

高杯
(土師器)
包含層

口径 90 外面ナデ、内面ヘラナデ 外 褐灰色
内 淡褐灰色

l lln以 下の砂粒 (長
石)を少量含む

良好

不身
(須恵器)
包含層

口径  118
受部径 138

内外面回転ナデ、体都外面回転ヘラ
ケズリ

淡灰色 1 5mm以 下の砂粒を
少量含む

良好

吐陣
口径  100
受部径 124

内外面回転ナデ、体部外面回転ヘラ
ケズリ

淡青灰色 3 mn以下の砂粒を微
量に含む

良好

砥石
(石製品)
包含層

長軸  78
短軸  10
～86

研磨面 5面 乳白灰色
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東郷遺跡第43次調査(T G93-43)

3.ま とめ

今回の調査地周辺の隣接地ではあまり発掘調査を実施していない区域であり、この調査で得

られた成果は当遺跡東部の状況を確認する非常に有意義な調査であったといえる。

調査成果では古墳時代前期から近世に至る遺構 。遺物を検出した。特に鎌倉時代後期に比定

される集落域の存在が確認された。調査区内においては明瞭にわかる建物配列はわからなかっ

たが建物に関連する柱穴跡が確認されており、調査地周辺では居住域としていたことは明らか

になった。今回の調査地の付近では、遺跡名を異にするが、南東部へ約250mの所で、当調査

研究会が行った区画整理事業に伴う小阪合遺跡第 8次調査 (KS87-8)で 、同じような整地層が

あり、鎌倉時代の集落遺構を検出している。また、当遺跡では調査区から北部へ約250mの所

で、当調査研究会及び市教委が行つた第 1次 。第 6次 。第12次 。第33次の調査地でも同じよう

な状況で検出しており、同時期の集落域が南東から北西方向へ継続ないしは断続的に連なって

いることがいえるであろう。

古墳時代前期の遺構としては土器棺墓 2基を検出した。調査区西部約50mの地点においても

第39次調査 (TG92 39)で方形周溝墓と思われる溝を確認しており、調査地周辺が墓域の可能

性が考えられる。この時期の集落構成を知る上で貴重な資料を当遺跡の中央付近で得られてお

り、今回の調査により東南部にあたる部分の貴重な資料が得られた。

参考文献

○ (財)八尾市文化財調査研究会「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告」『東郷遺跡』 (財)八尾市文化財調査研
究会17 1989

0(財 )八尾市文化財調査研究会「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告」『XI.東郷遺跡第39次調査』 (財)八
尾市文化財調査研究会39 1993
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第 1調査区南部 (西から)

第 1調査区北部 (西から)
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束郷すとlll第 43次嗣企 (T G93-43)

図
版
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第 2調査区 (北から)
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第 3調査区 (北から)



土器棺 1(東から)

土器槍 2(西から)
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シリーズ名 (財)八尾市文化財調査研究会報告

シリーズ番号
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編集機関 財lI法人 八尾市文化財調査研究会
所在地 〒581八尾市青山町4丁目4番 18号  TEL 0729 94 4700

発行年月日 西暦1994年 10月

ふりがな
所収遺跡

ムリがな
所オ術

コード
北緯 東経 調査期間

(ド )

調杏而稽
調査原因

阿 播跡

跡言卜遺跡

(第 14次調匈
大阪府八尾市跡部北の町1丁目地内 27212

反
分

紡

嘘筋
醜

19931119～ 1210
公共下水道工事に伴
う事前調査

植松遺跡
(第 2次調査)

大阪府八尾市叙嫡鵬 丁目1番 1号地 27212

反

分

糾

1もうFx

35分

40カ歩

19930420～ 0719 と3464
公共下水道工事に伴
う事前調査

太田川遺跡
(第 1次調査)

大阪府八尾市大竹1丁目地内

度

分

れ

唖
船
醐

19931215～ 1994

0203

電話地下管路新設工

事に伴う事前調査

久宝寺遺跡
(第 16次調査)

大阪府人尾市北亀井町3丁目地内

反
分

秒

嘘筋
鋤

19930531～ 0608
公共下水道工事に伴
う事前調査

小阪合遺跡
(第 25次調査)

大阪府人尾市青山町2丁目5番地

度

分

秒

叫
船
榊

19930402～ 0709
公共下水道工事に伴
う事前調査

志紀遺跡
(第 1次調査)

大阪府人尾市志紀町西3丁目地内

度

分

れ

135度

36分 19931120～ 1227
公共下水道工事に伴
う事前調査

成法寺遺跡

(第 10次調査)

(第■次調査)

(第 12次調査)

大阪府人尾市高美町1丁目地内 27212

反
分

秒

36分

41秒

19931109～ 1124
公共下水道工事に伴
う事前調査

大阪府人尾市高美町1丁目地内

反
分

恥

甑筋
励

19931115～ ■22
公共下水道工事に伴
う事前調査

笑誠希八竜常督美げ1丁目73,74
度

分

か

唖
船
勒

19940301～ 0315
共同住宅建設に伴う
事前調査

太子堂遺跡
(第 5次調査)

大阪府八尾市東大子2丁目地内

反
分

秒

蝦筋
勅

19931130～ 1203
公共下水道工事に伴
う事前調査

日井中遺跡

(第 13次調査)
笑誠府入鹿≒占井畢1丁目

度

分

れ

唖
船
加

19940202～ 0210
公共下水道工事に伴
う事前調査

東郷遺跡

(第 40次調査)

(第41次調査)

(第 43次調査)

大阪府人尾市光町1丁目51番地・52番地 27212

度

分

秒

阻
筋
坤

19930603～ 0625
共同住宅建設に伴う
事前調査

大阪府人尾市北本町2丁目431の一部、431

反
分

効

叫
船
納

19930830～ 0906
共同住宅建設に伴う
事前調査

大阪府人尾市荘内町2丁目15,16・ 17・ 18

反

分

れ

唖
筋
脚

19931213～ 1227
共同住宅建設に伴う
事前調査

所 lE別 王な時代 な損橋 な損物
槽体書【惟 桑路 障 なし な1フ
槌松遺跡 第 2次 集落 臆 末 /kN Iフ

太出川遺赫第 1次 集落 綴支障代 | 網立|

訴第16労 息時代

集 F4■時rt中期～J
志紀損跡 第 1 末日慣橋 更時代後剛～xr世

成法寺遺跡第10次

第H次
笛 19カ

集落遺橋 百墳時代前剛 圧内式土器

隼落| 半 土 Jヽ皿
洛道構 弥生時代後期末～近世 i生土 井戸から 人面十器出十

太子堂遺跡第5次 集落 障 足時代 奈 1フ

H井甲道pl第 13次 集落 隠 支障代晰 非百 ,自 然i下サ| を1´
米郷遍ゆ 弟4υ久
第41次

第43次

集隧 踊 婚時代i 式十器

慣構 饒倉障代

集落遺構 古墳時代前期
饒合障仕

工 FrF日 塁 Z盗 41留 本工 命

π繋 ,十 �哭
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1跡 部 遺 跡 (第14次調査)  Ⅷ 成法寺遺跡 (第11次調査)
I植 松 遺 跡 (第 2次調査)  Ⅸ 成法寺遺跡 (第12次調査)
Ⅲ 太田川遺跡 (第 1次調査)  X太 子堂遺跡 (第 5次調査)
Ⅳ 久宝寺遺跡 (第16次調査)  � 田井中遺跡 (第13次調査)
V小阪合遺跡 (第25次調査)  � 東 郷 遺 跡 (第40次調査)
Ⅵ 志 紀 遺 跡 (第 1次調査) Xlll東 郷 遺 跡 (第41次調査)
Ⅶ 成法寺遺跡 (第10次調査)  � 東 郷 遺 跡 (第43次調査)
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